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本書について

マニュアルの見方

マークの意味

B この内容を無視して誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性および財産の損害の可能性が想定される内容を示
しています。

K 必ず守っていただきたい内容を記載しています。この内容を無視して誤った取り扱いをすると、製品の故障や、動作不
良の原因になる可能性があります。

L 補足情報や参考情報を記載しています。

関連情報
& 関連したページにジャンプします。

掲載画面
機種や設定状況により画面の設定項目は異なることがあります。

オペレーティングシステム

Windows
本書では、以下のOS（オペレーティングシステム）をそれぞれ 「Windows Server 2019」「Windows Server
2016」「Windows Server 2012 R2」「Windows Server 2012」と表記しています。また、これらの総称とし
て「Windows」を使用しています。

・ Microsoft® Windows Server® 2019 operating system

・ Microsoft® Windows Server® 2016 operating system

・ Microsoft® Windows Server® 2012 R2 operating system

・ Microsoft® Windows Server® 2012 operating system

マニュアルで使用する用語の定義
本書では以下の用語を使用しています。

本書について
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Document Capture Pro Server AE
Document Capture Pro Server AEはDocument Capture Pro Server Authentication Editionの略称です。

Document Capture Pro Server AEホストコンピューター
Document Capture Pro Server AEホストコンピューターはDocument Capture Pro Server AEをインストール
したサーバーコンピューターを指しています。

Web Config（デバイスのWebページ）
デバイスに内蔵しているWebサーバーです。Web Config（ウェブ コンフィグ）と表記しています。ネットワークから
ブラウザーを使ってデバイスの情報確認や設定ができます。

デバイス
Document Capture Pro Server AEで使用するスキャナーまたは複合機を指します。ネットワークインターフェイス
パネ ル/ネットワークインターフェイスユニットを使うスキャナーも含みます。

Document Capture Pro Server AEの紹介
Document Capture Pro Serverは、ネットワーク上にあるデバイスを、サーバーを経由して集中管理できるソフトウェ
アです。Document Capture Pro Serverで管理されたデバイスは、ジョブを選択するだけで簡単にスキャンできるよ
うになります。
Document Capture Pro Server AEはDocument Capture Pro Serverに認証機能を付加したソフトウェアです。
以下のようなソリューションを提供します。

デバイス（スキャナーまたは複合機）の一括管理
最大1000台のデバイス（スキャナーまたは複合機）を一括管理できます。40台までの同じ機種のデバイスで同じ処理
を同時に行うことができます。

管理が容易
ご使用のコンピューターから、Web ブラウザーを使って管理できます。また、管理にあたって特別なソフトウェアを必
要としません。

多様なジョブ登録が可能
スキャン、保存、転送の一連の動作をジョブとして登録します。
このジョブをデバイス（デバイスまたは複合機）に割り当てることで、ユーザーはデバイスでジョブを選択するだけで一
連の作業を実現できます。

業務効率の向上
ユーザーや所属に対して利用できるジョブを制限することで、ジョブの選択ミスなどを防げます。また、全てのユーザー
やジョブ、機器に対してログを取れるので、情報を適切に管理できます。
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デバイスとジョブの構成
Document Capture Pro Server AEのデバイスとジョブのデータ構成は以下の通りです。

 登録したデバイ
ス

 デバイスに関連付けたジョ
ブグループ

 パネルに表示されるジョブ（ジョブグループに
関連付けたジョブ ）

Sc-01 ドキュメントス
キャナー

JG-01（企画課ジョブグループ） Job-A（PDFで保存してフォルダーに転送）

Job-B （JPEGで保存してメールに添付）

Sc-02 ドキュメントス
キャナー

Job-C （スキャン結果をプリンターに転送）

Job-D （PDFで保存してウェブフォルダーに転送）

Sc-03 ドキュメントス
キャナー

JG-02（営業課ジョブグループ） Job-A （PDFで保存してフォルダーに転送）

Job-C （スキャン結果をプリンターに転送）

Mf-01 複合機 JG-03（庶務課ジョブグループ） Job-E （JPEGで保存してメールに添付）

Job-F（ PDFで保存してウェブフォルダーに転送）

（ ）内は設定例です。

本書について
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Document Capture Pro Server AEの利用手順
Document Capture Pro Server AEをインストールした後の利用手順例です。
詳細は各項目をご覧ください。

L Document Capture Pro Server AEでの設定を始める前に、デバイスのセットアップ （Document Capture Pro
Server AEホストコンピューターと同じネットワークに接続するなど）を完了させてください。
詳細は『Document Capture Pro Server AE システムインストレーションガイド』をご覧ください。

1. ［デバイス管理］でデバイスを登録します。

2. ［ジョブ管理］でジョブグループを作成します。

3. ［ジョブ管理］ - ［ジョブ一覧］でジョブを作成してジョブグループに追加します。

4. ［デバイス管理］でジョブグループをデバイスに割り当てます。

5. ［ユーザー］と［所属］でユーザー、所属にジョブを割り当てます。

6. デバイスから登録したジョブを実行します。

使用用途に応じて、デバイス監視設定、レポートなどの設定をしてください。

関連情報
& 「ジョブグループを登録する」34ページ

& 「ジョブグループにジョブを登録する」37ページ

& 「デバイスを登録する」58ページ

& 「ユーザーの登録」17ページ

& 「所属の登録」29ページ

& 「デバイス監視設定を登録する」65ページ

& 「システム設定」74ページ

& 「レポート出力設定」67ページ

& 「定期配信を登録する」70ページ

本書について
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システム管理概要
Document Capture Pro Server AEでは、システム管理者用のWeb ページから情報の表示や設定を行います。

管理者ページ画面

ページ構成
システム管理者のアカウントでログオンすると、管理者ページが表示されます。
管理者ページは以下で構成されています。

・ A：アカウントメニュー

・ B：機能メニュー

・ C：作業エリア

アカウントメニュー
ログオンしているユーザーのアカウントに関する操作ができます。

システム管理概要
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以下のメニューからユーザーの設定ができます。

・ 自分の情報
システム管理者の情報を確認できます。

・ パスワード変更
システム管理者のパスワードを変更できます。

・ ユーザー
管理者ページとユーザーページを切替えます。切替えることができる権限が表示されます。

・ ログオフ
管理者ページやユーザーページからログオフします。

関連情報
& 「システム管理者情報の確認」12ページ

& 「パスワードを変更したい」93ページ

機能メニュー
ユーザーやジョブ、デバイスなどの設定を行います。

詳細は各項目をご覧ください。

・ ダッシュボード：
システム稼働状況や製品情報、エラー情報がリアルタイムで表示されます。

・ ユーザー：
ユーザーに関する設定をします。一覧表示、登録や削除などができます。

・ 所属：
所属の設定をします。所属を設定するとそこに属しているユーザー設定を統一できます。

・ ジョブ管理：
ジョブグループやジョブの作成、設定をします。

・ デバイス管理：
デバイスに関する設定をします。デバイスの登録やジョブグループの割り当てができます。

・ レポート：
ユーザーやジョブ、システム使用状況などレポート出力に関する設定をします。

・ システム設定：
システム全体に関する基本設定をします。サーバーの設定や認証カードの設定などができます。

・ メンテナンス：
ログのダウンロードやバックアップ機能があります。

・ ヘルプ
ヘルプ（本マニュアル）を表示します。

関連情報
& 「ダッシュボード」12ページ

& 「ユーザー」13ページ

システム管理概要
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& 「所属」27ページ

& 「ジョブ管理」32ページ

& 「デバイス管理」55ページ

& 「レポート」66ページ

& 「システム設定」74ページ

& 「メンテナンス」86ページ

作業エリア
作業エリアではダッシュボードを始め、機能メニューに応じて作業用の画面が表示されます。
詳細は各機能の説明をご覧ください。

関連情報
& 「管理設定」12ページ

ログオンとログオフ

ログオン
システム管理者としてログオンして、各項目の設定を行います。

L SSL 通信（https）で管理者ログオンページにアクセスすると、「この Web サイトのセキュリティ証明書には問題があり
ます。」 の警告ページが表示されることがあります。（画面はInternet Explorer の例です。表示される画面はブラウザー
によって異なります。）
これはWeb サイトで自己署名証明書を利用していてブラウザーがSSL 暗号化通信を行おうとしているために起こりま
す。「このサイトの閲覧を続行する（奨励されません）。」をクリックしてください。このエラーを表示しないためには、
信頼された証明書を使用してください。

1. 本システムをインストールする際に設定した［ユーザーID］と［パスワード］ を入力して、［ドメイン］ を
以下から選択してください。

・ LDAPサーバーで管理されているユーザー：LDAPサーバードメイン名

システム管理概要
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・ Document Capture Pro Server AE で管理されているユーザー： ［(ローカル)］

2. ［ログオン］をクリックします。

ログオフ

1. をクリックしてアカウントメニューを表示します。

2. ［ログオフ］を選択し、確認画面で［OK］をクリックします。

L 約30 分間操作しないとログオフし、次の操作時にログオン画面が表示されます。

システム管理概要
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管理設定

システム管理者情報の確認
アカウントメニューでシステム管理者の情報の確認ができます。

1. システム管理者アカウントでシステムにログオンします。

2. アカウントメニューから［自分の情報］を選択します。

ログオンしているユーザーの情報が表示されます。

3. 画面を閉じるには［閉じる］をクリックします。

ダッシュボード
本システムに管理者用アカウントでログオンすると、管理者ページのダッシュボードが表示されます。
ダッシュボードではエラー情報やシステムの稼働状況などを確認でき、日常の管理に役立ちます。

管理設定
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項目 説明

エラー情報 エラー情報は以下の項目でエラーが発生した場合に表示されます。

スキャナー稼働状況 エラーが発生しているデバイスを一覧表示します。

をクリックするデバイスの情報を更新します。

レポート定期配信状況 定期的なレポートの配信に失敗した場合に表示されます。

システム稼働状況 サーバーステータス システムのステータスが表示されます。
［稼働中］：システムが正常に稼働している場合に表示されます。
［ディスク領域不足］：ハードディスクの空き容量が200 MB以下の
場合に表示されます。

登録ユーザー数 システムに登録されているユーザー数が表示されます。
数字をクリックするとユーザー一覧画面に推移します。

登録スキャナー数 システムに登録されていデバイス数が表示されます。
数字をクリックするとデバイス一覧画面に推移します。

最終LDAP同期 最新のLDAPサーバーとの同期結果と日時が表示されます。

最終バックアップ 最新のバックアップ結果と日時が表示されます。

製品情報 Document Capture Pro
Server

Document Capture Pro Serverのバージョンが表示されます。

Authentication
Subsystem

Authentication Subsystemのバージョンが表示されます。

ユーザー
Document Capture Pro Server AEを使用するユーザーの情報や設定を管理します。

ユーザー一覧
ユーザーの所属や権限、使用できる機能などを設定します。

管理設定
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メニューから［ユーザー］-［ユーザー一覧］を選択します。

ユーザー一覧画面には以下が表示されます。

・ ボタン

項目 説明

新規登録 クリックするとユーザーを新規登録する画面が表示されます。

編集 選択したユーザーの設定を一斉に変更できます。

削除 削除したいデバイスをチェックボックスで選択して、［削除］をクリックすると削除さ
れます。

メール クリックするとメール送信画面が表示されます。選択したユーザーが対象です。

管理設定
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・ 情報

項目 説明

チェックボックス チェックを付けて削除や編集するユーザーを選択します。
最上部のボックスを選択すると、全て選択できます。

ユーザーID 登録されているユーザー ID です。クリックすると設定を個別に編集できます。

氏名 登録されている氏名が表示されます。

所属 所属の設定名が表示されます。

権限 ユーザーの権限が表示されます。

個人設定 個人設定がされているかどうか表示されます。所属の設定と異なる場合にチェック
マークが付きます。

フッター部 一覧の件数情報が表示されます。

L ・ 項目をクリックするとその項目で一覧がソートされ、昇順、降順が切り替わります。

・ ［表示件数］の数字をクリックすると 1 ページの表示件数を切り替えできます。表示件数の初期値を変更した後にウェ
ブページのcookieを削除すると、設定が反映されます。［システム設定］-［基本設定］-［画面設定］-［ページごとの
初期表示件数］の順に選択します。

関連情報
& 「ユーザーの登録」17ページ

& 「ユーザーにジョブを割り当てる」22ページ

ユーザーの絞り込みをする
条件を設定してユーザーを抽出して表示できます。

1. ［フィルター］の［(表示する)］をクリックします。

管理設定
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2. 各項目を設定します。

絞り込み条件の項目の詳細は以下をご覧ください。項目が設定されていなければ絞り込みは実行されません。

項目 説明

所属 ユーザーの所属情報を絞り込み条件に設定します。表示される所属の一覧から選
択します。

ユーザーID(部分検索) ユーザーID を絞り込み条件に設定します。ユーザーID の全部または一部を入力
欄に入力します。

氏名(部分検索) ユーザーの氏名を絞り込み条件に設定します。ユーザーID に関連付いている氏名
の全部または一部を入力欄に入力します。

権限 ユーザーに設定されている権限を絞り込み条件に設定します。［管理者］または
［ユーザー］から選択します。

登録完了メール 登録完了メールの送信状況を絞り込み条件に設定します。［送信済］または［未送
信］から選択します。

パスワード設定 パスワードの設定状況を絞り込み条件に設定します。［設定済］または［未設定］
から選択します。

3. ［適用］をクリックします。

絞り込みの結果が表示されます。
すでに絞り込み結果が表示されている場合は、設定した条件で一覧が更新されます。
［クリア］をクリックするとフィルターの条件がクリアされます。

管理設定
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ユーザーの登録
本システムにユーザーを登録します。
ユーザーを個別またはCSVファイルを使って一括で登録できます。

ユーザーを個別に登録する
本システムにユーザーを個別に登録します。
本システムで管理するユーザーのみ新規登録できます。

1. ［ユーザー］-［ユーザー一覧］を選択します。

2. ユーザー一覧画面で［新規登録］をクリックします。

登録画面が表示されます。

3. 各項目を設定します。

以下を参考に設定してください。

項目 説明

ユーザーID ユーザーの登録名を1～256文字で入力します。
入力は0x7f ～ 0xbf、0xd7、0xf7と制御文字を除くISO-8859-1の文字を使用
してください。

ドメイン名 本システムで登録した場合［(ローカル)］と表示されます。

管理設定
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項目 説明

氏名 ユーザーの氏名を入力します。

所属 ユーザーの所属組織が表示されます。初めて登録する場合は［所属の変更］をク
リックして所属を選択します。

所属の変更 ［所属の変更］画面が表示されます。

認証カード情報 ユーザー ID と関連付ける認証カード情報です。
認証カードの登録を削除する場合は、空白にして［OK］をクリックしてください。
［主に利用する認証カードID］：
ユーザーが通常利用する認証カードの ID を入力します。
［テンポラリー認証カードID］：
［主に利用する認証カードID］に ID が入力されている場合に設定できます。
通常利用する認証カードの予備として登録するカードの ID を入力します。カー
ドの期限は［システム設定］-［基本設定］-［ユーザー］-［テンポラリー認証カー
ドの有効期間］で設定できます。

ID番号 ［システム設定］-［基本設定］-［ユーザー］-［パネル入力認証］で［ID番号］が
選択されている場合に表示されます。
［ID番号］で［ユーザーが設定］が選択されている場合は、ユーザーがユーザー
ページのアカウントメニュー - からID番号を編集できます。
［ID番号］で［管理者が設定］が選択されている場合は、管理者がID番号を編集で
きます。
［自動生成］をクリックすると、本システムが自動的にID番号を発行します。

メールアドレスを利用する ユーザーのメールアドレスを利用するかどうか設定します。
利用する場合は、通知メールを送信するユーザーのメールアドレスを入力します。
利用しない場合は、ログオンのためのパスワードを設定します。
メールアドレスを利用しない場合、そのユーザーのメールアドレスを使った[ス
キャンして自分に送信]機能やそのユーザー宛てのメール送信はできません。

メールアドレス 通知メールを送信するユーザーのメールアドレスを入力します。

パスワード ［メールアドレスを利用する］を選択しないときに表示されます。
ユーザーがDocument Capture Pro Server AEのユーザーページ、またはID と
パスワードを使ってプリンターにログオンするパスワードを、システム管理者が設
定、変更できます。登録されているユーザーの場合は［編集］を選択すると、パス
ワードを変更できます。
パスワードは1～128 文字のASCII文字（半角英数字と !"#$%&'()*+,-./:;<=>?
@[￥]^_`{¦}̃）で設定できます。
パスワードを設定しないでユーザーを登録すると、ユーザー登録完了メールから
ユーザー自身がパスワードを設定できます。パスワードを設定した場合は、新規登
録ユーザーへパスワードを連絡してください。

権限 登録するユーザーの権限を［ユーザー］または［管理者］から選択します。

L ［所属］を変更すると変更した［所属］の設定を適用できます。

4. ［OK］をクリックします。

ユーザー登録完了確認画面が表示されます。

5. ［メール送信］をクリックしてユーザー登録完了メールを送信します。

送信しない場合、［OK］をクリックするとユーザー一覧画面に戻ります。
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ユーザー登録完了メールは登録後にユーザー一覧からも送信できます。

6. 内容を確認して、［送信］をクリックします。

項目 説明

メール種別 通知メールの種別を選択します。
ユーザー登録に引き続き通知メールを送信する場合はユーザーの認証方式に応じ
た種別が表示されます。
メール種別を変更するには、ユーザー一覧の［メール］をクリックすると表示され
るメール送信画面で選択します。

メッセージ確認 通知メールの内容を確認できます。

送信ユーザー数 送信ユーザーの数が表示されます。

ユーザー一覧 送信ユーザー一覧が表示されます。

メールアドレス未設定ユーザー数 メールアドレスを設定していないユーザーの数が表示されます。

ユーザー一覧 メールアドレスを設定していないユーザーの一覧が表示されます。

送信 メールを送信します。

L ［システム設定］-［メール設定］からメッセージを開くと通知メールの内容を編集できます。

7. 確認メッセージで［OK］をクリックします。

送信ユーザーにユーザー登録完了メールが送信されます。

8. 登録完了メッセージ画面で［OK］をクリックします。

ユーザー一覧画面に戻ります。

関連情報
& 「ユーザーにジョブを割り当てる」22ページ
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& 「所属」27ページ

& 「メール設定」83ページ

設定ファイルで一括して登録
ユーザーの登録情報をCSV ファイルに記述して一括で登録します。

インポート用CSV ファイルの作成

以下の形式に従って、表計算ソフトやテキストエディタなどでインポート用CSV ファイルを作成します。
［インポート］ - ［サンプルファイルをダウンロード］からサンプルファイルをダウンロードして利用してください。

L ・ インポートするファイルの詳細は［インポートファイルの詳細表示］からも確認できます。

・ ［所属］を設定しておくと基本情報以外の詳細を設定できます。

・ LDAP サーバーで管理しているユーザーは、メールアドレス、カード情報、ID 番号の更新ができます。

以下のユーザーの基本情報をインポートできます。

項目 文字数上限（バイ
ト）

説明

ユーザーID 256 この項目は必須です。
登録、更新するユーザーID を0x7f ～ 0xbf、0xd7、0xf7 と制御文
字を除くISO-8859-1 の文字で記載します。

氏名 256 登録、更新する氏名を記載します。

所属 256 登録、更新する所属を記載します。

主に利用する認証カードID 4096 登録、更新する主に利用する認証カードのID を記載します。

メールアドレス 255 登録、更新するユーザーのメールアドレスを記載します。

メールアドレスを利用する 1 この項目は必須です。
1：登録、更新するユーザーのメールアドレスを記載します。メールア
ドレスを必ず記載してください。この場合管理者はユーザーのログオ
ンパスワードを設定できません。
0：登録、更新するユーザーのパスワード記載します。パスワードを必
ず記載してください。この場合、管理者はユーザーのログオンパスワー
ドを設定、変更できます。

パスワード 128 1 ～ 128 文字のASCII 文字（半角英数字と!"#$%&'()*+,-./:;<=>?
@[￥]^_`{¦}̃）で記載します。

ID番号 8 ［システム設定］ -［基本設定］ -［パネル入力認証］ -［ID番号］で
［管理者］を選択している場合に値を設定できます。

ファイルの仕様は以下の通りです。

・ ファイル形式：CSV

・ 文字コード：UTF-8（BOM の有無は問いません）

管理設定
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・ サイズ上限：10 MB

・ 区切り記号：カンマ

・ 文字列の囲み文字：ダブルクォーテーション

・ 改行コード：CRLF

・ 書式：ユーザーID, 氏名, 所属, 主に利用する認証カードID, メールアドレス, パスワード, ID 番号

L ・ 登録済のユーザーID と重複している場合は上書きされます。ユーザーID 以外の入力は任意です。空白にするとその項
目は更新されません。

・ 行頭に＃を付けるとコメント行になります。

・ LDAP 管理ユーザーの場合、メールアドレスは任意です。［メールアドレスを利用する］の値は無視されます。

ファイルをインポートする

作成したCSV ファイルをインポートします。

1. システム管理者アカウントでシステムにログオンします。

2. ［ユーザー］ - ［インポート］の順に選択します。

インポート画面が表示されます。

3. ［参照］をクリックして、作成したCSV ファイルを指定します。

4. ［次へ］をクリックして、確認画面で［OK］をクリックします。

インポート内容確認画面が表示されます。

5. インポート内容を確認して［インポート］をクリックします。

インポート結果が表示されます。
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6. ［ユーザー一覧へ戻る］をクリックします。

ユーザー一覧画面に戻ります。

ファイルをエクスポートする

登録しているユーザーの基本情報をCSV ファイルにエクスポートできます。

1. システム管理者アカウントでシステムにログオンします。

2. ［ユーザー］ - ［エクスポート］の順に選択します。

ユーザーエクスポート画面が表示されます。

3. ［エクスポート］をクリックします。

［エクスポートファイルの詳細表示］をクリックするとエクスポートされるファイルの仕様が表示されます。

生成されたCSV ファイルがダウンロードされます。

ユーザーにジョブを割り当てる
許可されたジョブのみ実行できるように、ユーザーにジョブを割り当てます。
ユーザー、ジョブグループ、ジョブは全て登録済みという前提で説明します。

1. システム管理者アカウントでシステムにログオンします。

2. ［ユーザー］ - ［ユーザー一覧］の順に選択します。

3. 設定したい［ユーザーID］のリンクをクリックします。
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4. ［ジョブの割り当て］タブをクリックします。

5. プルダウンメニューからジョブグループを選択します。

6. 有効にしたいジョブを選択して をクリックします。

管理設定
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必要に応じて［状況確認］ をクリックし、ジョブ割り当て状況を確認してください。

L ユーザーが所属している所属のジョブが［有効なジョブ］として設定されています。［個人設定］として［有効な
ジョブ］を追加できます。その場合、ジョブが赤字で表示されます。

7. ［OK］をクリックします。

ユーザー一覧画面に戻ります。

関連情報
& 「ユーザーの登録」17ページ

& 「ジョブグループを登録する」34ページ

ユーザー設定の編集
1 人ずつ個別に編集する方法や項目によって一括で設定する方法があります。

個別に編集する
登録したユーザー情報を個別に編集します。

1. システム管理者アカウントでシステムにログオンします。

2. ［ユーザー］ - ［ユーザー一覧］の順に選択します。

ユーザー一覧が表示されます。

3. 編集したいユーザーの［ユーザーID］をクリックします。

ユーザー編集画面が開きます。
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4. 各項目を編集します。

5. ［OK］をクリックします。

関連情報
& 「ユーザーを個別に登録する」17ページ

& 「ユーザーにジョブを割り当てる」22ページ

一括で編集する
登録したユーザー情報を一括して編集します。
編集できる項目は以下です。

・ 所属
［所属の変更］をクリックすると所属一覧から選択できます。
但しLDAP サーバーと連携して管理しているユーザーは変更できません。

・ 権限
管理者、ユーザー権限を設定できます。但しログオンしているシステム管理者が含まれている場合は設定できませ
ん。

1. システム管理者アカウントでシステムにログオンします。

2. ［ユーザー］ - ［ユーザー一覧］の順に選択します。

管理設定

25



3. 編集したいユーザーを選択します。

4. ［編集］をクリックします。

ユーザー一括設定画面が開きます。

5. 各項目を編集します。

6. ［OK］をクリックします。
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所属
ユーザーが所属するグループを設定します。設定をすると所属している全てのユーザーに反映されます。

所属一覧
所属を一覧表示します。
メニューから［所属］ - ［所属一覧］を選択すると表示されます。

所属一覧画面には以下が表示されます。

・ ボタン

項目 説明

新規登録 クリックすると登録画面が表示されます。

削除 削除したい所属をチェックボックスで選択して、［削除］をクリックすると、削除します。
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・ 情報

項目 説明

チェックボックス チェックを付けて削除や設定する所属を選択します。
最上部のボックスを選択すると、全て選択できます。

所属名 登録されている所属です。クリックすると設定画面になります。

ドメイン名 登録されているドメイン名です。

ユーザー数 所属しているユーザーの数が表示されます。数字をクリックするとその所属に属している
ユーザーの一覧が表示されます。

状態 以下の場合は［New］が表示されます。所属の編集画面を開くと非表示になります。

・ LDAP サーバーとの同期で追加された場合

・ CSV ファイルを使ったユーザーのインポートで追加された場合

L ・ 項目をクリックするとその項目で一覧がソートされ、昇順、降順が切り替わります。

・ ［表示件数］の数字をクリックすると1 ページの表示件数を切り替えできます。表示件数の初期値を変更した後にウェ
ブページのcookieを削除すると設定が反映されます。［システム設定］ - ［基本設定］ - ［画面設定］ - ［ページごと
の初期表示件数］の順に選択します。

関連情報
& 「所属の登録」29ページ

& 「所属にジョブを割り当てる」30ページ

グループの絞り込みをする
条件を設定してグループを抽出して表示できます。

1. ［フィルター］の［(表示する)］をクリックします。

2. 各項目を設定します。
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絞り込み条件の項目の詳細は以下をご覧ください。項目が設定されていなければ絞り込みは実行されません。

項目 説明

所属名(部分検索) 所属名を絞り込み条件に設定します。所属名の全部または一部を入力欄に入力します。

所属の状態 所属の状態を絞り込み条件に設定します。 をクリックすると所属一覧から選択でき
ます。

3. ［適用］をクリックします。

絞り込みの結果が表示されます。
すでに絞り込み結果が表示されている場合は、設定した条件で一覧が更新されます。
［クリア］をクリックするとフィルターの条件がクリアされます。

所属の登録
本システムに所属を登録します。

所属を登録する

1. ［所属］を選択します。

2. 所属一覧 の［新規登録］をクリックします。

登録画面が表示されます。

3. ［所属］の登録名を入力します。

4. ［OK］をクリックします。

5. 登録完了メッセージ画面で［OK］をクリックします。

所属一覧画面に戻ります。
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所属にジョブを割り当てる
所属にジョブを割り当てます。設定は所属に属しているユーザーにも反映されます。
所属、ジョブグループ、ジョブは全て登録済みという前提で説明します。

1. システム管理者アカウントでシステムにログオンします。

2. ［所属］ - ［所属一覧］の順に選択します。

3. 設定したい［所属］のリンクをクリックします。

4. ［ジョブの割り当て］タブをクリックします。

5. プルダウンメニューからジョブグループを選択します。

6. 有効にしたいジョブを選択して をクリックします。

必要に応じて状況確認 をクリックし、ジョブ割り当て状況を確認してください。

7. ［OK］をクリックします。

グループ一覧画面に戻ります。

所属を編集する
登録した所属情報を個別に編集します。

1. システム管理者アカウントでシステムにログオンします。

2. ［所属］ - ［所属一覧］の順に選択します。

所属一覧が表示されます。

3. 編集したい所属の［所属名］をクリックします。

所属の編集画面が開きます。
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4. 各項目を編集します。

5. ［OK］をクリックします。

6. 登録完了メッセージ画面で［OK］をクリックします。

所属一覧画面に戻ります。

関連情報
& 「所属にジョブを割り当てる」30ページ

所属しているユーザー一覧
所属一覧でユーザー数欄の数字をクリックすると、その所属に属しているユーザーの一覧が表示されます。

項目 説明

所属名 選択した所属の登録名が表示されます。
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項目 説明

ユーザーID 所属に属しているユーザーのユーザーID が表示されます。

氏名 所属に属しているユーザーの氏名が表示されます。

OK 一覧画面を閉じます。

ジョブ管理
スキャン、保存、転送の一連の作業をジョブとして登録します。
このジョブをデバイスに割り当てることで、ユーザーはデバイスでジョブを選択するだけで一連の作業を実現できます。
ジョブグループとジョブの関係や利点についての詳細は『Document Capture Pro Server AEソリューション概要』
をご覧ください。

ジョブ管理一覧
ジョブグループの一覧画面が表示されます。
［ジョブ管理］を選択します。

ジョブ管理一覧画面には以下が表示されます。
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・ ボタン

項目 説明

ジョブグループの追加 クリックするとジョブグループを新規登録する画面が表示されます。
ジョブグループは100個まで登録できます。

複製 登録済みのジョブグループを元にして新しいジョブグループを登録します。
複製したいジョブグループをチェックボックスで選択して、［複製］をクリックします。
複数選択していると、実行できません。

削除 削除したいジョブグループをチェックボックスで選択して、［削除］をクリックします。

・ 情報

項目 説明

チェックボックス 設定を行うジョブグループを選択します。

ジョブグループの名称 ジョブグループの名称を表示します。クリックすると設定を個別に編集できます。

ドライバー デバイス名を表示します。

登録されたジョブ数 ジョブグループに登録されているジョブの数が表示されます。

ジョブ一覧 ［ジョブ一覧］画面に遷移します。
［ジョブ一覧］画面では、ジョブグループに登録されたジョブやその設定の一部が表示され
ます。
また、［ジョブの追加］や［転送先管理］の設定もできます。

L ・ 項目をクリックするとその項目で一覧がソートされ、昇順、降順が切り替わります。

・ ［1ページに表示する行数］の数字をクリックすると 1 ページの表示件数を切り替えできます。

関連情報
& 「ジョブグループを登録する」34ページ

ジョブグループの絞り込みをする
条件を設定してジョブグループを抽出して表示できます。

1. ［フィルター］の［(表示する)］をクリックします。
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2. 各項目を設定します。

絞り込み条件の項目の詳細は以下をご覧ください。項目が設定されていなければ絞り込みは実行されません。

項目 説明

ジョブグループの名称（部分検索） 登録されているジョブグループ名称を絞り込み条件に設定します。ジョブグルー
プ名の全部または一部を入力欄に入力します。

ドライバー（部分検索） 登録されているデバイスの名称を絞り込み条件に設定します。デバイスの名称の
全部または一部を入力欄に入力します。

3. ［適用］をクリックします。

絞り込みの結果が表示されます。
すでに絞り込み結果が表示されている場合は、設定した条件で一覧が更新されます。
［クリア］をクリックするとフィルターの条件がクリアされます。

ジョブグループを登録する
1. ［ジョブ管理］を選択します。

2. ［ジョブグループの追加］をクリックします。
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3. 各項目を設定します。

項目 説明

ジョブグループの名称 ジョブグループの名称を設定します。1 バイト文字は30 文字まで、2 バイト文字は15
文字まで入力できます。
すでに登録されている名称は使用できません。

ドライバー デバイスのデバイス名を選択します。
編集・複製登録時はデバイス名を変更できません。

4. ［保存］をクリックします。

ジョブグループが登録され、ジョブ一覧画面が表示されます。
引き続き、ジョブグループに追加するジョブを登録します。

関連情報
& 「ジョブ一覧」35ページ

& 「ジョブグループにジョブを登録する」37ページ

ジョブ一覧
ジョブの一覧画面が表示されます。
［ジョブ管理］ - ［ジョブ一覧］の順に選択します。
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・ ボタン

項目 説明

ジョブの追加 クリックするとジョブを新規登録する画面が表示されます。
ジョブは30個まで登録できます。

転送先管理 転送先の一覧が確認できます。
また、転送先の編集や追加もできます。

複製 登録済みのジョブを元にして新しいジョブを登録します。
複製したいジョブをチェックボックスで選択して、［複製］をクリックします。
複数選択していると、実行できません。

削除 削除したいジョブをチェックボックスで選択して、［削除］をクリックします。

スキャナーのパネルに表示する 選択すると、スキャナーの操作パネルからジョブを使用できるようになります。
「#」列に書かれている番号は、操作パネル上での表示順を示します。

スキャナーのパネルに表示しない 選択すると、スキャナーの操作パネルからジョブを使用できなくなります。
「#」列に「-」が表示されます。

上へ 操作パネルに表示されるジョブの並び順を上げます。

下へ 操作パネルに表示されるジョブの並び順を下げます。

ジョブ管理に戻る ［ジョブ管理］画面に戻ります。

・ 情報

項目 説明

チェックボックス 設定を行うジョブを選択します。

# スキャナーの操作パネルでの表示順や表示の無効状態を表示します。

ジョブ名称 ジョブの名称を表示します。クリックすると編集画面になります。

原稿サイズ デバイスにセットする原稿のサイズを表示します。

解像度 スキャンデータの解像度を表示します。

イメージタイプ スキャンする画像の色数を表示します。

保存形式 画像を保存する際の形式を表示します。

転送先 スキャン結果の転送先を表示します。

関連情報
& 「ジョブグループにジョブを登録する」37ページ

& 「転送先管理一覧」50ページ
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ジョブグループにジョブを登録する
ジョブグループにジョブを登録します。

1. ［ジョブ管理］-［ジョブ一覧］を選択します。

2. ジョブ一覧画面で［ジョブの追加］をクリックします。

3. 共通項目を先に設定します。

項目 説明

ジョブ名称 ジョブの名称を入力します。1 バイト文字は30 文字まで、2 バイト文字は15 文字まで
入力できます。
すでに登録されている名称は使用できません。

ジョブの説明 必要に応じて、ジョブの説明を入力します。1000 文字まで入力できます。
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項目 説明

スキャナーのパネルにジョブを
表示する

選択すると、デバイスの操作パネルからジョブを使用できるようになります。

スキャン前にジョブ内容を確認
する

チェックをはずした場合、デバイスでジョブ選択をするとジョブ設定の画面を表示しな
いで、すぐにスキャンが始まります。
この設定はショートカットスキャン対応機種に表示されます。

操作パネルでのジョブの設定変
更を禁止する

選択すると、デバイスの操作パネルでのジョブの設定変更を禁止できます。
一部の複合機はこの設定に関わらずジョブの設定変更ができません。

ボタンアイコン 本体で表示するジョブボタンのアイコンを選択します。この項目は機能に対応している
機種で設定できます。

ジョブボタンの色 本体で表示するジョブボタンの色を選択します。この項目は機能に対応している機種で
設定できます。

4. ［1. スキャン］の各項目を設定します。

項目 説明

取込装置 原稿をセットする装置を選択します。
［ADF］は、オートドキュメントフィーダー（対応機種のみ）を示しています。
［自動検出］は、オートドキュメントフィーダー対応機種のみ選択できます。オートドキュメント
フィーダーに原稿がセットされているときは、オートドキュメントフィーダーから原稿の片面をス
キャンします。オートドキュメントフィーダーに原稿がないときは、原稿台からスキャンします。
［ADF-片面］と［ADF-両面］は、Epson Scan 2での自動両面スキャンに対応したオートドキュ
メントフィーダー搭載機種で選択できます。オートドキュメントフィーダーから原稿の両面をス
キャンするか、片面をスキャンするかを指定します。オートドキュメントフィーダーに原稿がない
ときは、原稿台からスキャンします。
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項目 説明

原稿サイズ デバイスにセットする原稿のサイズを表示します。

イメージタイプ スキャンする画像の色数を設定します。

自動 原稿の色に合わせて自動でスキャンします。デバイスが［自動］に対応し
ていないときは表示されません。

モノクロ 白黒の2値でスキャンします。

グレー 8 bit（256 階調）のグレーでスキャンします。

カラー 24 bit カラー（約1677 万色）でスキャンします。

回転 原稿を回転するときに選択します。
［自動回転］は、原稿の向きに合わせて自動で回転します（対応機種のみ）。

解像度 解像度を設定します。
［カスタム］を選択すると［カスタム解像度（dpi）］が表示されます。50～1200dpi の範囲で
任意の解像度を指定できます。

傾き補正 給紙や原稿の傾きを補正する設定をします。それぞれの項目は機能に対応していない機種では表示
されません。

なし 傾き補正をしません。

給紙時の傾き 給紙時の傾きを補正します。

原稿内容の傾き 給紙や原稿の傾きを補正する設定をします。

給紙時と原稿内容の
傾き

給紙時と原稿の傾きを補正します。

文字くっきり 文書のスキャン時に、文字をよりはっきりと認識できるようにします。

白紙ページ除去 原稿の中に白紙ページがあるときに、白紙ページをスキップします。

重送検知 原稿が複数枚給紙されたときに、警告を通知します。

スキャン終了後に確
認画面を表示する

選択すると、スキャン終了時に連続でスキャンするかどうかの確認メッセージを表示します。

L Document Capture Proプロファイルマネージャーについて
Document Capture Pro Server AEをインストールすると、Document Capture Proプロファイルマネージャー
が一緒にインストールされます。Document Capture Proプロファイルマネージャーを使うと、［1. スキャン］の
画面で設定できる項目以外にもデバイスに合わせたスキャン設定ができます。
Document Capture Proプロファイルマネージャーは、Document Capture Pro Server AEをインストールした
コンピューターでスタート＞Epson Software＞Document Capture Proプロファイルマネージャーから起動で
きます。
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5. ［2. 保存］または をクリックして、各項目を設定します。

ファイル名の設定

項目 説明

ファイル名(例) 設定した命名ルールに従ってファイル名の例が表示されます。

ファイル名 ファイル名に、ジョブ名や任意の文字列などの項目を選択した名称を付けることができます。

ファイル名の項目は10項目まで挿入でき、ドラッグして順番を変更できます。項目を削除するには
をクリックします。

ファイル名の項目 プルダウンメニューからファイル名に追加する項目を選択します。［登録］をクリックすると項目が追
加されます。

ファイル名項目の
設定

ジョブ名の指定 ジョブ名を挿入します。

コンピューター名 コンピューター名を挿入します。

スキャナー名を使
用する

デバイス名を挿入します。

氏名 ユーザー名を挿入します。この項目は認証機能に対応しているスキャナーのジョ
ブを作成する場合に表示されます。

所属名を使用する 所属名を挿入します。この項目は認証機能に対応しているスキャナーのジョブを
作成する場合に表示されます。
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項目 説明

ファイル名項目の
設定

バーコード バーコードの文字を挿入します。選択すると、バーコードの種類や検出領域などを
設定できます。

検出範囲 ［自動検出］を選択すると、自動でバーコードの位置を検出
します。
［ユーザー定義］を選択した ときは、検出する範囲を設定し
てください。0.00から1000.00の間で指定できます。

検出結果の最大文
字数

ファイル名に使用する最大文字数を設定します。
1～250の整数が入力できます。

ファイル名項目の
設定

OCR OCRの文字を挿入します。選択すると、読み取りフォントやOCR言語、検出領域
などを設定できます。

検出結果の最大文
字数

ファイル名に使用する最大文字数を設定します。
1～250の整数が入力できます。

ファイル名項目の
設定

日付・時刻を使用
する

日付や時刻を挿入します。

日付の形式 日付の表記方法を選択します。

時刻の形式 時刻の表記方法を選択します。

セパレータの形式 日付と時刻の間の区切りの記号を選択します。

ファイル名項目の
設定

ページカウンター ページ数を挿入します。

桁数 ページ数の桁数を選択します。

開始番号 開始番号を設定します。

ページカウンター
の値をリセットし
ない

選択すると、前回ジョブ実行時のページカウンターの値から
継続して付番します。

任意の文字列 任意の文字を挿入します。30 文字まで入力できます。

ジョブ仕分けする 選択すると、スキャンした画像をルールに従って仕分けします。

仕分け設定
［ジョブ仕分けする］を選択すると、仕分け設定画面が表示されます。仕分け機能によって、大量のドキュメント
をスキャンする際に指定のページ数ごとに分割保存できます。また、原稿上のバーコードや文字、原稿の間に挿入
した白紙ページなどを認識して複数のファイルに分割保存したりできます。

項目 説明

仕分け方法 スキャンした画像の仕分け方法を設定します。

白紙ページ 白紙ページを検出して仕分けます。

白紙ページ感知レ
ベル

スキャンした画像を仕分けるときの、白紙ページの認識率を
設定します。［高］、［中］、［低］から選択できま す。

パッチコード パッチコードを検出して仕分けます。
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項目 説明

仕分け方法 バーコード バーコードを検出して仕分けます。読み取りできるバーコードの種類は以下で
す。
UPC, EAN, JAN, ITF, CODE39, CODABAR, CODE128, QR, PDF417,
DataMatrix
［全てのバーコード］を選択すると、読み取りできるすべてのバーコードを認識し
ます。
1つのシートに2つ以上のバーコードがある場合は、最初に検出したバーコードが
適用されます。
構造的連接QRコード（1つのシンボルを複数に分割して表現しているQRコード）
の場合、同一のページに全てのQRコードが配置されている必要があります。

検出範囲 ［自動検出］を選択すると、自動でバーコードの位置を検出
します。
［ユーザー定義］を選択した ときは、検出する範囲を設定し
てください。

検出結果の最大文
字数

ファイル名に使用する最大文字数を設定します。
1～250の整数が入力できます。

仕分け方法 OCR OCR（光学式文字読み取り機能）で文字を検出して仕分けます。

認識対象 OCRのフォントまたはOCRの言語を選択します。
［OCR言語］を選択すると、［文字種］を選択することはで
きません。

全てのサポートす
る文字

チェックすると、読み取りできるすべての文字種を認識しま
す。読み取りしない文字種があるときは、［全てのサポート
する文字］のチェックを外して、読み取る文字種を選択して
ください。

検出範囲 検出する範囲を設定してください。
0.00から1000.00の間で指定できます。

検出結果の最大文
字数

ファイル名に使用する最大文字数を設定します。
1～250の整数が入力できます。

仕分け方法 固定ページ数 指定したページ数ごとに仕分けてファイルを分割します。

ページ数 スキャンした画像を固定ページで仕分けるときのページ数を
設定します。

白紙ページを含む 選択すると、白紙ページをカウントします。

仕分け方法 仕分けページを削
除する

仕分け方法で［白紙ページ］、［バーコード］、［OCR］を選んだ時に表示され
ます。
選択すると、保存 / 転送時に、仕分け用のページを削除します。

フォルダーを作成
する

選択すると、保存 / 転送時に、仕分け処理の結果によってフォルダーが作成されます。

フォルダー名(例) 設定した命名ルールに従ってフォルダー名の例が表示されます。

フォルダー名 フォルダー名に、ジョブ名や任意の文字列などの項目を選択した名称を付けることができます。
フォルダー名の項目は10項目まで挿入でき、ドラッグして順番を変更できます。項目を削除するには

をクリックします。
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項目 説明

フォルダー名の項
目

プルダウンメニューからファイル名に追加する項目を選択します。［登録］をクリックすると項目が追
加されます。

フォルダー名項目
の設定

ジョブ名の指定 ジョブ名を挿入します。

コンピューター名 コンピューター名を挿入します。

スキャナー名を使
用する

デバイス名を挿入します。

氏名 ユーザー名を挿入します。この項目は認証機能に対応しているデバイスのジョブ
を作成する場合に表示されます。

所属名を使用する 所属名を挿入します。この項目は認証機能に対応しているデバイスのジョブを作
成する場合に表示されます。

バーコード バーコードの文字を挿入します。バーコードの種類や検出領域などの設定は［仕分
け方法］で設定した値が適用されます。

OCR OCRの文字を挿入します。読み取りフォントや検出領域などの設定は［仕分け方
法］で設定した値が適用されます。

フォルダー名項目
の設定

日付・時刻を使用
する

日付や時刻を挿入します。

日付の形式 日付の表記方法を選択します。

時刻の形式 時刻の表記方法を選択します。

セパレータの形式 日付と時刻の間の区切りの記号を選択します。

フォルダー名項目
の設定

ページカウンター ページ数を挿入します。

桁数 ページ数の桁数を選択します。

開始番号 開始番号を設定します。

ページカウンター
の値をリセットし
ない

選択すると、前回ジョブ実行時のページカウンターの値から
継続して付番します。

任意の文字列 任意の文字を挿入します。30 文字まで入力できます。

ファイル設定

項目 説明

保存形式 スキャンした画像の保存形式を選択します。
JPEG, BMP, PNG, PDF, TIFF, Multi-TIFF
保存形式によっては以下のように詳細な設定ができます。

JPEG 圧縮レベル [高
圧縮(0) - 高画
質(99)]

画像の圧縮レベルを0～99 の範囲で設定します。数字が大きくな
るほど高画質になり、ファイル容量も大きくなります。
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項目 説明

保存形式 PDF PDF/Aファイ
ルを作成する

PDF/A-1（電子文書の長期保存を目的としたデータ）に準拠した
PDFを作成します。
圧縮レベル、文書を開くパスワードを設定する、権限を変更するた
めのパスワードを設定すると同時に設定することはできません。

検索可能PDF
を作成する

PDFファイル内のテキストを検索できるようにします。この機能を
使用するとき、解像度（出力解像度）は200 ～ 400dpi の範囲で
設定してください。この機能を使用すると、スキャンの処理に少し
時間がかかります。OCR言語では、テキスト検索可能PDF を作成
するときに、テキストの元となる言語を選択します。

圧縮レベル 画像がカラーやグレースケールのときは、圧縮レベルを選択しま
す。

文書を開くパ
スワードを設
定する

選択すると、スキャンしたPDF を開くときのパスワードを設定でき
ます。
［パスワード］に32文字以内で入力します。
［パスワードの確認］には同じ内容を入力してください。

権限を変更す
るためのパス
ワードを設定
する

選択すると、パスワードで保護している間、PDF の機能を制限でき
ます。
［パスワード］に32文字以内で入力してください。
［パスワードの確認］には同じ内容を入力してください。
［編集を許可しない］または［印刷を許可しない］を選択すると、
パスワードで保護してい間はPDFを編集、印刷できなくなります。

保存形式 TIFF、Multi-
TIFF

カラー/グレー
スケール 圧縮

スキャン画像がカラーまたはグレースケールの場合の、データの圧
縮方法を選択します。
［JPEG(7)］を選択した場合は、［カラー/グレースケール 圧縮］
で画像の圧縮レベルを0～99の範囲で設定します。数字が大きくな
るほど高画質になり、ファイル容量も大きくなります。

モノクロ圧縮 スキャン画像がモノクロの場合の、データの圧縮方法を選択しま
す。
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6. ［3. インデックス］または をクリックして、各項目を設定します。

項目 説明

インデックス機能
を有効にする

選択するとインデックス機能を有効にします。

保存単位 インデックスファイルの出力単位を選択します。
［ドキュメント］はドキュメントスキャナーの場合に選択できます。

ファイル名(例) 設定した命名ルールに従ってファイル名の例が表示されます。

ファイル名 ファイル名に、ジョブ名や任意の文字列などの項目を選択した名称を付けることができます。

ファイル名の項目は10項目まで挿入でき、ドラッグして順番を変更できます。項目を削除するには
をクリックします。

ファイル名の項目 プルダウンメニューからファイル名に追加する項目を選択します。［追加］をクリックすると項目が追
加されます。
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項目 説明

ファイル名項目の
設定

ジョブ名 ジョブ名を挿入します。

コンピューター名 コンピューター名を挿入します。

スキャナー名 デバイス名を挿入します。

氏名 ユーザー名を挿入します。この項目は認証機能に対応しているデバイスのジョブ
を作成する場合に表示されます。

所属名を使用する 所属名を挿入します。この項目は認証機能に対応しているデバイスのジョブを作
成する場合に表示されます。

ファイル名 拡張子を除く画像ファイル名が挿入されます。

日付・時刻を使用
する

日付や時刻を挿入します。

日付の形式 日付の表記方法を選択します。

時刻の形式 時刻の表記方法を選択します。

セパレータの形式 日付と時刻の間の区切りの記号を選択します。

ファイル名項目の
設定

ページカウンター ページ数を挿入します。

桁数 ページ数の桁数を選択します。

開始番号 開始番号を設定します。

ページカウンター
の値をリセットし
ない

選択すると、前回ジョブ実行時のページカウンターの値から
継続して付番します。

任意の文字列 任意の文字を挿入します。30 文字まで入力できます。

保存形式 インデックスファイルの保存形式を選択します。

上書き 選択すると、転送先に同名のファイルがある場合、上書きして保存します。

インデックス項目 ファイルで出力するインデックス項目を指定します。

インデックス名 インデックス名が表示されます。

出力 選択すると、インデックスを出力します。

コラム名 ファイルのコラム名を表示、編集できます。
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7. ［4. 転送］または をクリックして、［転送先タイプ］を選択します。

8. ［［新規転送先］］から［転送先］を選択して、各項目を設定します。

［転送先タイプ］で選択したものと同じタイプの転送先が既に登録してあると、［転送先］にリストアップされ、
そこから選択できます。
転送先は、設定するジョブグループの［ジョブ一覧］ - ［転送先管理］から登録できます。

・ FTP
指定したFTP サーバーに画像を転送します。

項目 説明

設定名称 転送先設定の名前を設定します。1 バイト文字は30 文字まで、2 バイト文字は15 文字
まで入力できます。
すでに登録されている名称は使用できません。

アドレス 転送先のアドレスを設定します。

ユーザー名 FTP ユーザー名を入力します。設定しない場合は、空白のままにしてください。

パスワード FTP パスワードを入力します。設定しない場合は、空白のままにしてください。

上書きする 選択すると、転送先に同名のファイルがある場合、上書きして保存します。

PASVモードを使う 選択すると画像をPASV モードで転送します。

SSL接続を使う 選択すると画像をSSL/TLS通信で転送します。
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・ Eメール
画像を添付してメールで送信します。

項目 説明

設定名称 転送先設定の名前を設定します。1 バイト文字は30 文字まで、2 バイト文字は15 文字
まで入力できます。
すでに登録されている名称は使用できません。

自分宛に送信 認証機能に対応している機種のみ表示されます。
選択するとDocument Capture Pro Server AEで認証されたユーザーのメールアドレ
スに送信されます。宛先は非表示になります。

宛先 メールの宛先を入力します。複数入力するときはメールアドレスをセミコロン（;）で区
切ってください。

件名 メールの件名を入力します。設定しない場合は、空白のままにしてください。

本文 メールの本文を入力します。設定しない場合は、空白のままにしてください。

送信ファイルの合計を以下のサ
イズに制限する

選択すると、添付ファイルのサイズを制限します。

サイズ（KB） メールに添付できるファイルサイズの上限を、50～100000KB の範囲で設定します。

・ フォルダー
Document Capture Pro Server AEがインストールされたサーバー上のフォルダーまたはWindowsの共有
フォルダーに画像を保存します。

項目 説明

設定名称 転送先設定の名前を設定します。1 バイト文字は30 文字まで、2 バイト文字は15 文字
まで入力できます。
すでに登録されている名称は使用できません。

フォルダー 転送先のフォルダーを設定します。

ユーザー名 転送先のフォルダーに接続するためのユーザー名を入力します。設定しない場合は、空
白のままにしてください。

パスワード 転送先のフォルダーに接続するためのパスワードを入力します。設定しない場合は、空
白のままにしてください。

上書きする 選択すると、転送先に同名のファイルがある場合、上書きして保存します。
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・ プリンター
指定したエプソン製プリンターで、画像を印刷します。使用できる印刷機能は、ご使用のプリンターによって
異なります。
Document Capture Pro Server AEホストコンピューターにエプソン製プリンタードライバーがインストー
ルされている必要があります。

項目 説明

設定名称 転送先設定の名前を設定します。1 バイト文字は30 文字まで、2 バイト文字は15 文字
まで入力できます。
すでに登録されている名称は使用できません。

部数 印刷する部数を設定します。

プリンター名 プリンターを選択します。

・ Microsoft(R) SharePoint(R) Server
Microsoft(R) SharePoint(R) Serverに画像を転送します。

項目 説明

設定名称 転送先設定の名前を設定します。1 バイト文字は30 文字まで、2 バイト文字は15 文字
まで入力できます。
すでに登録されている名称は使用できません。

アドレス 転送先のアドレスを設定します。

ユーザー名 SharePointのユーザー名を入力します。設定しない場合は、空白のままにしてくださ
い。

パスワード SharePointのパスワードを入力します。設定しない場合は、空白のままにしてくださ
い。

上書きする 選択すると、転送先に同名のファイルがある場合、上書きして保存します。

・ Web Folder (Web DAV)
指定したWeb サーバーに画像を転送します。

項目 説明

設定名称 転送先設定の名前を設定します。1 バイト文字は30 文字まで、2 バイト文字は15 文字
まで入力できます。
すでに登録されている名称は使用できません。

アドレス 転送先のアドレスを設定します。

ユーザー名 Web フォルダーに接続するためのユーザー名を入力します。設定しない場合は、空白の
ままにしてください。

パスワード Web フォルダーに接続するためのパスワードを入力します。設定しない場合は、空白の
ままにしてください。

上書きする 選択すると、転送先に同名のファイルがある場合、上書きして保存します。

FTP、フォルダー, Microsoft(R) SharePoint(R) ServerまたはWeb Folder (Web DAV))を選択した場合は、必
要に応じて［接続テスト］をしてください。
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9. ［保存］をクリックします。

ジョブ一覧画面に戻ります。

関連情報
& 「転送先を登録する」51ページ

転送先管理一覧
スキャン画像の転送先を管理します。
［ジョブ管理］画面で編集したいジョブグループの［ジョブ一覧］を選択して、［転送先管理］をクリックします。

転送先管理一覧には以下が表示されます。

・ ボタン

項目 説明

転送先の追加 クリックすると転送先を新規登録する画面が表示されます。

複製 登録済みの転送先を元にして新しい転送先を登録します。
複製したい転送先をチェックボックスで選択して、［複製］をクリックします。
複数選択していると、実行できません。

削除 削除したい転送先をチェックボックスで選択して、［削除］をクリックすると削除します。
複数選択していると、実行できません。

・ 情報

項目 説明

チェックボックス 設定を行う転送先を選択します。

転送先名称 転送先の名称を表示します。クリックすると編集画面になります。

転送先 転送先を表示します。
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L ・ 項目をクリックするとその項目で一覧がソートされ、昇順、降順が切り替わります。

・ ［1ページに表示する行数］の数字をクリックすると1 ページの表示件数を切り替えできます。

関連情報
& 「転送先を登録する」51ページ

転送先を登録する

1. ［ジョブ管理］-［ジョブ一覧］-［転送先管理］の順に選択します。

2. ［転送先の追加］をクリックします。
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3. 各項目を設定します。

・ FTP
指定したFTP サーバーに画像を転送します。

項目 説明

設定名称 転送先設定の名前を設定します。1 バイト文字は30 文字まで、2 バイト文字は15 文字
まで入力できます。
すでに登録されている名称は使用できません。

アドレス 転送先のアドレスを設定します。

ユーザー名 FTP ユーザー名を入力します。設定しない場合は、空白のままにしてください。

パスワード FTP パスワードを入力します。設定しない場合は、空白のままにしてください。

上書きする 選択すると、転送先に同名のファイルがある場合、上書きして保存します。

PASVモードを使う 選択すると画像をPASV モードで転送します。

SSL接続を使う 選択すると画像をSSL/TLS通信で転送します。
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・ Eメール
画像を添付してメールで送信します。

項目 説明

設定名称 転送先設定の名前を設定します。1 バイト文字は30 文字まで、2 バイト文字は15 文字
まで入力できます。
すでに登録されている名称は使用できません。

自分宛に送信 認証機能に対応している機種のみ表示されます。
選択するとDocument Capture Pro Server AEで認証されたユーザーのメールアドレ
スに送信されます。宛先は非表示になります。

宛先 メールの宛先を入力します。複数入力するときはメールアドレスをセミコロン（;）で区
切ってください。

件名 メールの件名を入力します。設定しない場合は、空白のままにしてください。

本文 メールの本文を入力します。設定しない場合は、空白のままにしてください。

送信ファイルの合計を以下のサ
イズに制限する

選択すると、添付ファイルのサイズを制限します。

サイズ（KB） メールに添付できるファイルサイズの上限を、50～100000KB の範囲で設定します。

・ フォルダー
Document Capture Pro Server AEがインストールされたサーバー上のフォルダーまたはWindowsの共有
フォルダーに画像を保存します。

項目 説明

設定名称 転送先設定の名前を設定します。1 バイト文字は30 文字まで、2 バイト文字は15 文字
まで入力できます。
すでに登録されている名称は使用できません。

フォルダー 転送先のフォルダーを設定します。

ユーザー名 転送先のフォルダーに接続するためのユーザー名を入力します。設定しない場合は、空
白のままにしてください。

パスワード 転送先のフォルダーに接続するためのパスワードを入力します。設定しない場合は、空
白のままにしてください。

上書きする 選択すると、転送先に同名のファイルがある場合、上書きして保存します。
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・ プリンター
指定したエプソン製プリンターで、画像を印刷します。使用できる印刷機能は、ご使用のプリンターによって
異なります。
Document Capture Pro Server AEホストコンピューターにエプソン製プリンタードライバーがインストー
ルされている必要があります。

項目 説明

設定名称 転送先設定の名前を設定します。1 バイト文字は30 文字まで、2 バイト文字は15 文字
まで入力できます。
すでに登録されている名称は使用できません。

部数 印刷する部数を設定します。

プリンター名 プリンターを選択します。

・ Microsoft(R) SharePoint(R) Server
Microsoft(R) SharePoint(R) Serverに画像を転送します。

項目 説明

設定名称 転送先設定の名前を設定します。1 バイト文字は30 文字まで、2 バイト文字は15 文字
まで入力できます。
すでに登録されている名称は使用できません。

アドレス 転送先のアドレスを設定します。

ユーザー名 SharePointのユーザー名を入力します。設定しない場合は、空白のままにしてくださ
い。

パスワード SharePointのパスワードを入力します。設定しない場合は、空白のままにしてくださ
い。

上書きする 選択すると、転送先に同名のファイルがある場合、上書きして保存します。

・ Web Folder (Web DAV)
指定したWeb サーバーに画像を転送します。

項目 説明

設定名称 転送先設定の名前を設定します。1 バイト文字は30 文字まで、2 バイト文字は15 文字
まで入力できます。
すでに登録されている名称は使用できません。

アドレス 転送先のアドレスを設定します。

ユーザー名 Web フォルダーに接続するためのユーザー名を入力します。設定しない場合は、空白の
ままにしてください。

パスワード Web フォルダーに接続するためのパスワードを入力します。設定しない場合は、空白の
ままにしてください。

上書きする 選択すると、転送先に同名のファイルがある場合、上書きして保存します。

FTP、フォルダー、Microsoft(R) SharePoint(R) ServerまたはWeb Folder (Web DAV))を選択した場合は、
必要に応じて接続テストをしてください。
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4. ［保存］をクリックします。

ジョブ一覧画面に戻ります。
登録できない場合は、入力項目が正しいか確認してください。

デバイス管理
Document Capture Pro Server AEに登録されたデバイスの情報を管理できます。

デバイス管理一覧
［デバイス管理］を選択すると表示されます。

L Document Capture Pro Server AEに登録できるデバイスは1000 台です。1000台登録すると、［スキャナーを追加］
と［複製］がグレーアウトしてデバイスの追加ができなくなります。

デバイス管理画面には以下が表示されます。
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・ ボタン

項目 説明

スキャナーを追加 新しいデバイスを追加するためのメニューを表示します。

複製 登録済みのデバイスを元にして新しいデバイスを登録します。
複製したいデバイスをチェックボックスで選択して、［複製］をクリックします。
複数選択していると、実行できません。

削除 削除したいデバイスをチェックボックスで選択して、［削除］をクリックすると削除されま
す。

デバイスの設定 選択したデバイスに内蔵されているWebサーバー（Web Config）を起動します。複数選択
していると、実行できません。
Web Configの詳細は製品のマニュアルをご確認ください。マニュアル類は以下から入手で
きます。製品名を入力して、［サポート］に進んでください。
http://epson.sn

送信 デバイスに認証情報を送信します。
［システム設定］の［基本設定］を変更した場合は、デバイスに変更情報を送信する必要が
あります。

更新 ［状態］の更新を行います。

・ 情報

項目 説明

チェックボックス 設定を行うデバイスを選択します。
タイトル行でチェックを付けると全て選択されます。

認証機能 デバイスの認証機能の有効、無効状態を表示します。

スキャナー名称 登録済のデバイス名を表示します。クリックすると編集画面になります。

設置場所 デバイスの設置場所を表示します。

ドライバー デバイス名を表示します。

ジョブグループ デバイスに割り当てられているジョブグループを表示します。

状態 デバイスの状態を表示します。
［更新］を押すと最新の状態を表示できます。

OK エラーは発生していません。

情報あり 消耗品の交換時期が近づいています。消耗品の交換をお勧めします。

注意 消耗品の交換期限が過ぎています。消耗品を交換してください。

エラー デバイスと通信ができません。
または、デバイスがジョブ実行中のため確認できません。

未取得 デバイスの状態を確認してから100 日以上が経過しています。
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L ・ 項目をクリックするとその項目で一覧がソートされ、昇順、降順が切り替わります。

・ ［1ページに表示する行数］の数字をクリックすると 1 ページの表示件数を切り替えできます。

関連情報
& 「デバイス登録」58ページ

& 「デバイスにジョブグループを割り当てる」59ページ

デバイスの絞り込みをする
条件を設定してデバイスを抽出して表示できます。

1. ［フィルター］の［(表示する)］をクリックします。

2. 各項目を設定します。

絞り込み条件の項目の詳細は以下をご覧ください。項目が設定されていなければ絞り込みは実行されません。

項目 説明

スキャナー名称（部分検索） 登録されているデバイスの名称を絞り込み条件に設定します。デバイスの名称の全部ま
たは一部を入力欄に入力します。

設置場所（部分検索） 登録されている設置場所を絞り込み条件に設定します。設置場所の全部または一部を入
力欄に入力します。

3. ［適用］をクリックします。

絞り込みの結果が表示されます。
すでに絞り込み結果が表示されている場合は、設定した条件で一覧が更新されます。
［クリア］をクリックするとフィルターの条件がクリアされます。
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デバイス登録
本システムで管理するスキャナーを登録します。

デバイスを登録する

1. ［デバイス管理］を選択します。

2. ［スキャナーを追加］をクリックします。

3. 各項目を設定します。

項目 説明

スキャナー名称 デバイスの名称を設定します。30 文字まで入力できます。
すでに登録されている名称は使用できません。
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項目 説明

設置場所 必要に応じてデバイスの設置場所を入力します。

ドライバー デバイス名を選択します。
編集・複製登録時はデバイス名を変更できません。

IPアドレスまたはホスト名称 IP アドレスまたはホスト名を入力します。

接続テスト デバイスの接続テストをします。

認証機能 ［ドライバー］で認証機能に対応した機種を選択した場合に表示されます。
デバイスで認証を行う場合は選択します。
［パスワード］にはデバイスに設定されている管理者パスワードを入力します。
管理者パスワードを設定していない場合は、空白のままにしてください。

パスワードで保護する ［認証機能］が無効の場合に表示されます。
選択すると、デバイスの操作パネルでジョブ選択画面に入る際にパスワードを求められ
ます。

パスワード 認証パスワードを設定します。1～8 文字まで入力できます。使用できる文字は英数字
と以下の記号です。
!, @, #, $, %, ^, &, *, (, ), +, =, -, _, /, \ （バックスラッシュ）、（スペース）

設定しない場合は、空白のままにしてください。

4. ［接続テスト］をクリックします。

［接続テスト］の横に［成功］が表示されたことを確認してください。

［失敗］が表示された場合は、以下を確認してください。

・ デスクトップエクスペリエンスをインストールしたときにコンピューターを再起動したか

・ デデバイスの動作モード/スキャンモードの設定（サーバー設定）は完了しているか

・ デバイスに割り当てられたIPアドレスが正しく入力されているか

・ 本システムが使用するポート番号がデバイスとサーバー間で通信可能か

5. ［保存］をクリックします。

［デバイス管理］画面に戻ります。
登録できない場合は、入力項目が正しいか確認してください。

デバイスにジョブグループを割り当てる
登録済のジョブグループを各デバイスに割り当てます。
デバイス、ジョブグループ、ジョブは全て登録済という前提で説明します。

1. ［デバイス管理］を選択します。
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2. 設定したいスキャナー名称のリンクをクリックします。

3. ［機器情報］タブをクリックします。

デバイスに接続されているカードリーダーの名称またはカードの形式を選択します。

4. ［ジョブグループ］タブをクリックします。

5. プルダウンメニューからジョブグループを選択します。
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6. ［保存］をクリックします。

デバイス管理画面に戻ります。

デバイス設定の確認・編集をする
デバイスごとの情報を確認、編集ができます。

1. ［デバイス管理］を選択します。

2. 設定したいデバイスのスキャナー名称をクリックします。

3. 各項目を確認、編集します。

各タブの設定内容は以下をご覧ください。
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・ 基本設定

項目 説明

スキャナー名称 更新したい名称を入力します。

設置場所 必要に応じて、デバイスの設置場所を入力します。

ドライバー デバイス名を表示します。
編集や複製の場合は変更できません。

総スキャン枚数（原稿台） 原稿台を使ってスキャンした枚数が表示されます。

総スキャン枚数（ADF） ADF を使ってスキャンした枚数が表示されます。

総スキャン枚数（ADF-片面） ADF （片面）を使ってスキャンした枚数が表示されます。

総スキャン枚数（ADF-両面） ADF （両面）を使ってスキャンした枚数が表示されます。

給紙ローラーキット（使用枚数 /
耐用枚数）

現在使用している給紙ローラーキットでスキャンした枚数と、給紙ローラーキットの耐
用枚数が表示されます

最終更新日時 最後にデバイスの状態を確認した日付が表示されます。

IPアドレスまたはホスト名称 更新したいIP アドレスまたはホスト名を入力します。

接続テスト デバイスの接続テストをします。

認証機能 認証機能に対応している機種のみ表示されます。
デバイスの認証機能の有効・無効状態を表示します。
編集や複製の場合は変更できません。
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項目 説明

パスワードで保護する 認証機能が無効の場合に表示されます。選択すると、デバイスの操作パネルでジョブ選
択画面に入る際にパスワードを求められます。

パスワード スキャナーに設定されている管理者パスワードを入力します。
1～8 文字まで入力できます。使用できる文字は英数字と以下の記号です。
!, @, #, $, %, ^, &, *, (, ), +, =, -, _, /, \ （バックスラッシュ）、（スペース）

送信 デバイスに認証情報を送信します。

・ 機器情報

項目 説明

認証装置 デバイスに接続されているカードリーダーの名称またはカードの形式を選択します。

・ ジョブグループ

項目 説明

ジョブグループの名称 デバイスに割り当てたいジョブグループを選択します。

4. ［保存］をクリックします。
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デバイス監視設定一覧
デバイスの状態を監視し、指定したメールアドレスにジョブの実行結果や消耗品などのレポートを送信します。
［デバイス管理］-［デバイス監視設定］の順に選択します。

デバイス監視設定一覧画面には以下が表示されます。

・ ボタン

項目 説明

監視設定の追加 新しいデバイスを追加するためのメニューを表示します。

複製 登録済みの監視設定を元にして新しい監視設定を登録します。
複製したい監視設定をチェックボックスで選択して、［複製］をクリックします。
複数選択していると、実行できません。

削除 削除したい監視設定をチェックボックスで選択して、［削除］をクリックします。

・ 情報

項目 説明

チェックボックス 削除または複製したい監視設定を選択します。
最上部のボックスを選択すると、全て選択できます。

監視設定の名称 登録する監視設定の名称を表示します。クリックすると編集画面になります。

受信メールアドレス数 監視レポートを送付する宛先として登録されているメールアドレスの数を表示しま
す。

監視対象スキャナー数 監視対象として登録されているスキャナーの数を表示します。

L ・ 項目をクリックするとその項目で一覧がソートされ、昇順、降順が切り替わります。

・ ［1ページに表示する行数］の数字をクリックすると 1 ページの表示件数を切り替えできます。

関連情報
& 「デバイス監視設定を登録する」65ページ
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デバイス監視設定を登録する
1. ［デバイス管理］-［デバイス監視設定］を選択します。

2. ［監視設定の追加］をクリックします。

3. 各項目を設定します。

項目 説明

監視設定の名称 監視設定の名称を設定します。1 バイト文字は30 文字ま
で、2 バイト文字は15 文字まで入力できます。
すでに登録されている名称は使用できません。
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項目 説明

受信メールアドレス 監視レポートを送信するメールアドレスを設定します。複数
入力するときはメールアドレスをセミコロン（;）で区切って
ください。

監視対象スキャナー
監視するデバイスを選択して、 をクリックします。

即時送信 ここで設定した項目は、エラーが発生した場合（またはジョ
ブが成功した場合）、設定したメールアドレスへすぐにレポー
トが送信されます。

定時送信 ここで設定した項目は、設定したメールアドレスへ定期的に
レポートが送信されます。

頻度 定期レポートを送信するスケジュールを設定します。

4. ［保存］をクリックします。

レポート
ユーザー、所属、スキャナーそれぞれのシステム使用に関するレポートを出力します。また、定期的にレポートを配信す
るために詳細を設定します。

レポート一覧
メニューから［レポート］ - ［レポート出力］を選択します。［レポート一覧］画面で［レポート名］が表示されます。

レポート種別
以下のレポートを出力できます。

・ ユーザー別ジョブレポート
ユーザーごとのジョブ実行数やスキャンページ数の実績を集計して出力します。

・ 所属別ジョブレポート
グループごとのジョブ実行数やスキャンページ数の実績を集計して出力します。
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・ スキャナー別ジョブレポート
スキャナーごとのジョブ実行数やスキャンページ数の実績を集計して出力します。

・ ジョブ別レポート
全てのジョブの実行数とスキャンページ数の実績を集計して出力します。

・ 利用履歴レポート
システム全体として記録している利用履歴を出力します。

レポート出力

レポート出力設定
出力したいレポートを選択し、期間を指定してレポートを出力します。

1. ［レポート］-［レポート出力］を選択します。

レポート一覧が表示されます。

2. 出力したい［レポート名］のリンクをクリックします。

レポート出力画面が開きます。

3. ［対象日の範囲］を設定します。

以下を参考に設定してください。

項目 説明

対象日の範
囲

レポート範囲は、指定した範囲分さかのぼった日の 00:00:00 ～基準日の 23:59:59 になります。

直前 基準日からさかのぼったレポートの集計範囲を設定します。

基準日 レポート作成の基準日を設定します。
［レポート作成日の前日］：レポート作成日の前日を基準日にします。
任意の日付を基準日にする場合は、右のラジオボタンを選択して枠をクリックし、日付
を選択します。
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項目 説明

集計期間 設定したレポート範囲が日付で表示されます。

4. ［集計対象］を設定します。

設定できる項目は選択したレポートのグループ区分けによって異なります。
以下を参考に設定してください。

・ ユーザー別ジョブレポート
［所属］からジョブグループを選択します。

・ 所属別ジョブレポート

［所属一覧］からジョブグループを選択します。 と を使って項目を移動します。

・ スキャナー別ジョブレポート

［スキャナー一覧］からデバイスを選択します。 と を使って項目を移動します。

・ ジョブ別レポート

［ジョブグループ一覧］から出力形式を選択します。 と を使って項目を移動します。
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5. ［フォーマット］から出力形式を選択します。

HTML、CSVから選択できます。

6. ［レポート出力］をクリックします。

7. ダイアログを確認して［OK］をクリックします。

関連情報
& 「レポートファイル」109ページ

定期配信
レポートを定期的にメールやファイル転送で配信するよう設定します。

レポート定期配信設定一覧
レポートの定期配信設定を一覧で表示します。
［レポート］ - ［レポート定期配信］の順に選択します。

定期配信設定一覧には以下が表示されます。

・ ボタン

項目 説明

新規登録 クリックすると登録画面が表示されます。

削除 ［選択］欄にチェックを付けて［削除］をクリックすると、チェックを付けた定期配信設定
を削除します。
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・ 情報

項目 説明

選択 チェックを付けて削除や設定する定期配信設定を選択します。

レポート定期配信名 登録されている定期配信設定です。クリックすると編集画面になります。

スケジュール 設定したレポートを配信するスケジュールが表示されます。

定期配信を登録する
レポートの定期配信を登録します。

1. ［レポート］ - ［レポート定期配信］の順に選択します。

2. ［新規登録］をクリックします。

定期配信の登録画面が表示されます。

3. ［レポート定期配信名］を入力します。

この名称が定期配信設定一覧に表示されます。

4. ［対象レポート］から定期配信するレポート名を選択します。
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5. ［対象日の範囲］を設定します。

以下を参考に設定してください。

項目 説明

対象日の範囲 レポート範囲は、指定した範囲分さかのぼった日の00:00:00 ～起点日の23:59:59 になります。

直前 起点日は［レポート作成日の前日］から変更できません。

次回集計期間 設定したレポート範囲が日付で表示されます。

6. ［集計対象］を設定します。

7. 出力形式を選択します。

HTML、CSV から選択できます。
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8. それぞれのタブを選択し、各項目を設定します。

・ スケジュール

以下を参考に設定してください。

項目 説明

開始日時
配信を開始する日時を設定します。 、 をクリックすると日付や時刻を選択できま
す。

終了日 配信を終了する日を選択します。
［なし］：期限を設けない場合に選択します。

［終了日］：終了する日付を入力します。 をクリックすると日付を選択できます。

レポート周期 作成したレポートの配信周期を選択します。

次回配信日時 次回の配信日時が表示されます。
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・ 配信先
出力したレポートの配信先を設定します。

以下を参考に設定してください。

項目 説明

メール配信する レポートをメールで定期配信する場合にチェックを付けます。

宛先 メールの宛先を入力します。
セミコロン（;）で区切ると複数の宛先を200 件まで指定できます。
入力欄右横に現在の件数が表示されます。

宛先検索 アドレスを検索するキーワードを入力します。一部または全部が登録されているユー
ザーのユーザーID、氏名に一致すると検索結果に表示されます。

検索 アドレス検索を実行します。

検索結果 アドレス検索の結果が表示されます。

追加 検索結果で宛先を選択して［追加］をクリックすると［宛先］に追加されます。

ファイルアップロードする
(SMB)

レポートをネットワークフォルダーに定期配信する場合にチェックを付けます。

保存先 定期配信先の保存先を指定します。
UTF-8 文字で255 字以内で入力してください。

アカウント 定期配信先フォルダーにアクセスするアカウント名を入力します。
UTF-8 文字で255 字以内で入力してください。
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項目 説明

パスワード 定期配信先フォルダーにアクセスするためのパスワードを入力します。
UTF-8 文字で20 字以内で入力してください。

ドメイン 定期配信先フォルダーにアクセスするドメイン名を入力します。
UTF-8 文字で255 字以内で入力してください。

9. ［OK］をクリックします。

10. 登録完了メッセージ画面で［OK］をクリックします。

レポート定期配信一覧画面に戻ります。

関連情報
& 「レポート一覧」66ページ

& 「レポート出力設定」67ページ

システム設定
システムに関する基本設定や連携するサーバーを設定できます。

B デバイス登録後に基本設定を変更した場合は、［デバイス管理］からデバイスに変更情報を送信する必要があります。
デバイスを選択して［送信］をクリックします。

基本設定
システム全体の基本的な設定を行います。
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機能メニュー -［システム設定］-［基本設定］を選択すると表示されます。

項目 説明

ユーザー カード認証 ユーザーによる
カード登録を許可
する

チェックを付けると、認証カードのシステム登録をユーザーが行
うことを許可します。

テンポラリー認証
カードの有効期間

テンポラリーカードを使用できる期間を選択します。

認証カードIDの形
式

認証カードIDの形式を選択します。
［認証カード番号］をCSVファイルで一括登録したり、LDAP
サーバーから読み込む場合は、認証カードIDの形式を選択する
必要があります。LDAP管理者に登録されている認証カードID
の形式を確認してから選択してください。

認証カードIDの読
み取り設定をする

チェックを付けると、認証カードに登録されているIDから任意
の範囲を認証に指定できます。
開始文字の位置と文字数を指定します。
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項目 説明

ユーザー パネル入力認証 ユーザーIDとパス
ワード

選択するとデバイスの操作パネルの認証で認証カード以外に
ユーザーIDとパスワードの入力でログオンできる設定にしま
す。

ID番号 選択するとデバイスの操作パネルの認証で認証カード以外にID
番号の入力でログオンできる設定にします。
［ユーザーが設定］：選択すると、ID 番号をユーザーが変更で
きるようになります。ユーザーページのアカウントメニューに
［ID番号の変更］が表示されて、変更できるようになります。
［管理者が設定］：選択すると、システム管理者がID番号を変
更できるようになります。変更は［ユーザー］ - ［ユーザー編
集］ - ［ID番号］で行います。
［最小桁数］：ID 番号がシステムから自動発行される場合のID
番号の桁数を設定します。
ID 番号の自動発行は、以下の場合に行われます。

・ ［パネル入力認証］を［ユーザーIDとパスワード］、または
［ID番号］に変更した場合

・ ［ユーザー編集］-［ID番号］で［再発行］にチェックを付
けて情報を更新した場合

・ ［ユーザー］ - ［ユーザー編集］ - ［ID番号］で［自動生
成］をクリックした場合

・ ユーザーアカウントメニューの［ID番号の変更］で［自動生
成］をクリックした場合

スキャナー パネル 無操作タイマー設
定

デバイスを一定時間操作しない場合にログオフする時間を設定
します。10秒から240分まで設定できます。
デバイスが登録されると反映されます。変更する場合は、機能メ
ニューの［デバイス管理］ > ［デバイスの設定］からWeb
Configにアクセスして設定します。

画面設定 ページごとの初期表示件数 ユーザー一覧や所属一覧などの初期表示行数を選択します。設
定を反映するには、ウェブページのcookieを消去する必要があ
ります。
ジョブ管理画面、デバイス管理画面には設定が反映されません。

CSVファイルの区切り記号 インポートやエクスポートに使用するCSVファイルの区切り文
字を選択します。

サーバーアドレス スキャナー通信用URL デバイスがアクセスするパネル用のURLを入力します。

ユーザー用URL ユーザーページのURLを入力します。
httpとhttpsが選択できます。

適用 設定がシステムに登録されます。

L URLを変更した場合、［デバイス管理］ですべてのデバイスを選択し、［送信］をクリックして、変更情報を送信してくだ
さい。

関連情報
& 「認証カードID の形式」77ページ
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認証カードID の形式

形式 説明

フォーマット1（デフォルト） バイナリ値を16 進数として出力

フォーマット2 バイナリ値の上位下位バイトを入れ替えた値を16 進数として出力

フォーマット3 ビット換算で上位下位ビットを入れ替えた値を16 進数として出力

フォーマット４ バイナリ値を10 進数として出力

フォーマット5 バイナリ値の上位下位バイトを入れ替えた値を10 進数として出力

フォーマット6 ビット換算で上位下位ビットを入れ替えた値を10 進数として出力

フォーマット7 バイナリ値を16 進数のASCII 文字列として出力

フォーマット8 バイナリ値の上位下位バイトを入れ替えた値を16 進数のASCII 文字列として出力

フォーマット9 ビット換算で上位下位ビットを入れ替えた値を16 進数のASCII 文字列として出力

フォーマット10 バイナリ値を10 進数のASCII 文字列として出力

フォーマット11 バイナリ値の上位下位バイトを入れ替えた値を10 進数のASCII 文字列として出力

フォーマット12 ビット換算で上位下位ビットを入れ替えた値を10 進数のASCII 文字列として出力

フォーマット13 バイナリ値をASCII 文字列として出力

L 認証カードID の形式は以下のように確認できます。
1.登録されたIDm やUID の形式を 認証カード管理担当や認証カードの提供会社に確認します。
2.認証カードID の形式の表を参照し、同じ形式を選択します。
3.カードリーダーにカードをかざしてログオンできることを確認します。
ログオンできなかった場合は、プリンターまたはスキャナーに接続されているカードリーダーが正しく選択できているか確
認してください。認証カード管理担当または認証カードの提供会社に形式が確認できなかった場合は、認証カードID の形
式を順番に切り替えてログオンできるか確認してください

SMTPサーバー
ステムやスキャナーからユーザーへメールを送信するためのメール送信サーバーの設定です。

L ・ デバイスの設定はデバイスのWeb Configからも設定できます。

・ ネットワーク設定に関する詳細は製品に付属のマニュアルをご覧ください。
マニュアル類は以下から入手できます。製品名を入力して、［サポート］に進んでください。
http://epson.sn
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機能メニュー -［システム設定］-［SMTPサーバー］を選択すると表示されます。

項目 説明

サーバーアドレス IP アドレスまたはホスト名を253文字以内で入力します。

ポート番号 SMTPサーバー（送信メールサーバー）のポート番号を0～65535の数字で入力します。
メーカー設定値は25です。

セキュア接続 SMTPサーバーとの暗号化方式を［なし］、［SSL/TLS］、［STARTTLS］から選択しま
す。
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項目 説明

認証方式 SMTPサーバーの認証方式を選択します。選択した項目によって設定内容が異なります。
［SMTP認証］

・ アカウント
SMTP認証するためのログオンIDです。255文字以内で入力します。

・ パスワード
SMTP認証のパスワードです。［編集］を選択してパスワードを入力します。255文字
以内で入力します。

［POP before SMTP］

・ サーバーアドレス
POP3サーバーのIPアドレスを255文字以内で入力します。

・ ポート番号
受信に使用するポート番号を0～65535 の数字で入力します。メーカー設定値は110
です。

・ アカウント
POP before SMTP認証するためのログオンIDです。255文字以内で入力します。

・ パスワード
POP before SMTP 認証のパスワードです。チェックボックスを選択すると入力でき
ます。255文字以内で入力します。

送信元メールアドレス メール送信元として表示されるアドレスを255文字以内で入力します。

送信先メールアドレス テスト送信用の送信先のメールアドレスを入力します。
メーカー設定値は管理者アカウントのメールアドレスです。

テスト送信 テスト用送信先メールアドレスにテストメールが送信されます。

適用 設定がシステムに登録されます。

LDAP サーバー
LDAP サーバーでユーザーを管理する場合に設定します。
機能メニュー - ［システム設定］ - ［LDAPサーバー］を選択すると表示されます。
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LDAPサーバー設定項目一覧

項目 説明

LDAP接続 LDAPサーバーと連携するかを設定します。

LDAPサーバーの種類 LDAPサーバーの種類を［Active Directory］、［OpenLDAP］から選択します。

サーバーアドレス LDAPサーバーのIPアドレスまたはホスト名を255文字以内で入力します。

ポート番号 LDAPサーバーとの接続時のポート番号を0～65535の数字で入力します。

セキュア接続 LDAP サーバーとの暗号化方式を［なし］、［SSL/TLS］、［STARTTLS］から選択しま
す。

認証方式 認証方式を［PLAIN］、［DIGEST-MD5］、［GSSAPI(Kerberos V5)］から選択します。

ベースDN ディレクトリサービスの検索ベースの識別名を入力します。

匿名認証 匿名認証で検索するかどうか選択します。

管理者DN 検索時に利用する管理者の識別名を入力します。
（入力例：CN=myldap,OU=mySercice,DC=ldap,DC=xxx,DC=com）

管理者パスワード ［編集］を選択してパスワードを入力します。
検索時に利用する管理者のパスワードを入力します。
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項目 説明

検索フィルター ユーザー情報を取得する際の検索条件を指定します。
（入力例：
cn=Epson Tarou
employeeNumber>=1000
(&(cn=Tarou)(sn=Epson))

ユーザー属性 本システムの登録情報の属性と LDAP サーバーの属性を関連付けます。［ユーザー属性の選
択］画面から属性を選択します。
メーカー設定値はLDAP サーバーの種類によって異なります。
［認証カード番号］をLDAP サーバーから読み込む場合は、カードリーダーの型番と認証カー
ドID の形式の設定が必要です。LDAP サーバーとの同期後に以下の設定を行います。

・ カードリーダーの型番：
1. ［デバイス管理］ - ［スキャナー名］からカードリーダーが接続されているデバイス
の編集画面を開きます。
2. ［機器情報］タブの［認証装置］から接続されているカードリーダーの型番を選択し
ます。

・ 認証カードID の形式：
［システム設定］ - ［基本設定］ - ［ユーザー］ - ［認証カードIDの形式］から形式を選
択します。

ユーザー属性の選択 ［ユーザー属性の選択］画面を開きます。

所属の作成方法 本システムの利用者属性の作成単位を選択します。LDAP の組織単位（OU）を利用する場
合、取得する階層を一緒に入力します。LDAP の属性を利用する場合は属性名を入力しま
す。

LDAPサーバーとユーザーを同期
させる間隔

LDAPサーバーと本システムでユーザーの情報を同期する間隔を設定します。初期設定画面
からの初期設定では自動で同期しない設定から変更できません。設定を変更するには初期設
定画面の設定項目が全て終了してから再度設定します。

接続テスト LDAP サーバーへの接続確認テストを行います。

適用 設定がシステムに登録されます。

LDAPサーバーのユーザー属性選択
LDAP サーバーとの同期時に参照する属性や同期の間隔を設定します。

1. 機能メニューから［システム設定］ - ［LDAPサーバー］を選択して、［設定］タブを選択します。

2. ［ユーザー属性の選択］をクリックします。

ユーザー属性選択画面が表示されます。

3. ［対象DN］に属性を表示したい識別名を入力し、［取得］をクリックします。

（入力例：CN=myldap,OU=mySercice,DC=ldap,DC=xxx,DC=com）
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属性情報が一覧に表示されます。

4. LDAP サーバーの属性と関連付けたい項目を［Document Capture Pro Server 適用項目］欄のプルダウ
ンメニューで選択します。
［ユーザーID］, ［氏名］, ［メールアドレス］, ［認証カード番号］, ［ID番号］, and ［OUの識別ID］を選択し
ます。

5. ［OK］をクリックします。

［設定］タブに戻ります。

6. ［Document Capture Pro Server 適用項目］のそれぞれの項目に選択した属性が表示されていることを
確認します。

7. ［所属の作成方法］で本システムで所属を管理する属性を指定します。

・ LDAP のOU（組織単位）を利用する：
LDAP のOU ディレクトリを利用する場合に選択します。合わせてユーザー情報を取得する階層を入力しま
す。

・ 属性を指定する：
LDAP のOU 以外の属性を利用する場合に選択します。利用する属性名を入力します。
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8. ［LDAPサーバーとユーザーを同期させる間隔］でLDAPサーバーと本システムを同期してユーザー情報を
更新 する間隔を指定します。

・ 自動で同期しない：
自動で同期しない場合に選択します。同期するには［同期］タブの［実行］をクリックします。

・ 毎日
1 日の定時に同期を行う場合に指定します。同期を開始する時刻をプルダウンメニューから選択します。

9. ［適用］をクリックします。

同期タブ
定期的な同期のログの確認や手動での同期を行うことができます。

項目 説明

LDAPドメイン名 LDAP サーバーのドメイン名が表示されます。

同期ログ 同期ログが表示されます。

手動同期を行う ［実行］をクリックすると手動で同期されます。

メール設定
ユーザーに送信する通知メールを設定します。
機能メニュー - ［システム設定］ - ［メール設定］を選択すると表示されます。

管理設定

83



ユーザー登録完了メールは、LDAP サーバーと連携して管理するユーザーと、連携しないユーザーでそれぞれの通知を
設定できます。

項目 説明

メール種別 設定する通知メールの種別を選択します。

ユーザー登録完了メール、ユーザー登録完了メール（ID番号)

管理設定

84



項目 説明

パスワード設定済のユー
ザー

パスワード管理しているユーザーへの通知メールです。

件名 通知メールの件名です。

本文 通知メールの本文です。

初期メッセージに
戻す

通知メールの内容をメーカー設定値に戻します。

代替文字列の入力
方法 （パスワード
設定済のユー
ザー）

本システムでパスワード管理しているユーザーへの通知メールで使用できる代替文字列の入
力方法を表示します。詳細は代替文字列表に関する項をご覧ください。

送信先メールアド
レス

テスト送信メールの送信先メールアドレスを入力します。

テスト送信 テストメールを送信します。

パスワード未設定のローカ
ルユーザー

本システムでパスワード管理できて、パスワードが設定されていないユーザーへの通知メー
ルです。

件名 通知メールの件名です。

本文 通知メールの本文です。

初期メッセージに
戻す

通知メールの内容をメーカー設定値に戻します。

代替文字列の入力
方法 （パスワード
未設定のローカル
ユーザー）

本システムでパスワード管理できて、パスワードが設定されていないユーザーへの通知メー
ルで使用できる代替文字列の入力方法を表示します。詳細は代替文字列表に関する項をご覧
ください。

送信先メールアド
レス

テスト送信メールの送信先メールアドレスを入力します。

テスト送信 テストメールを送信します。

メンテナンス通知メール

件名 通知メールの件名です。

本文 通知メールの本文です。

初期メッセージに戻す 通知メールの内容をメーカー設定値に戻します。

代替文字列の入力方法 通知メールで使用できる代替文字列の入力方法を表示します。詳細は代替文字列表に関する
項をご覧ください。

送信先メールアドレス テスト送信メールの送信先メールアドレスを入力します。

テスト送信 テストメールを送信します。

適用 クリックすると設定が反映されます。

管理設定

85



L メールに含まれる URL に IP アドレスが入っているとメール受信できない場合があります。その場合はIP アドレスの代
わりにホスト名を使用してください。

代替文字列表

出力項目 入力方法 説明

製品名 [productname] “Document Capture Pro Server”が挿入されます。

ユーザーID [userid] ユーザーID が挿入されます。ユーザー登録で［基本情報］ - ［ユー
ザーID］に入力した項目が使用されます。

ドメイン [domain] ドメイン名が挿入されます。
ローカルユーザーの場合は ［(ローカル)］と表示されます。

氏名 [username] 氏名が挿入されます。ユーザー登録で［基本情報］ - ［ユーザーID］
に入力した項目が使用されます。

ID番号 [idnumber] 本システムへ［ID番号］を使った認証が許可されたユーザーへ通知す
る場合、システムから発行された［ID番号］が表示されます。

パスワード登録用URL [registrationurl] 本システムで管理しているユーザーへの通知メールで使用できま
す。
ユーザーページにログオンするためのパスワードを設定するURLが
挿入されます。

システムのWebログオンURL [loginurl] ユーザーページのログオン画面のURL を挿入します。管理者ページ
［システム設定］ - ［基本設定］ - ［ユーザー用URL］で設定した
URL が使用されます。

パスワード設定の有効時間 [expiration] メールが送信されてからパスワード設定ができる時間が挿入されま
す。

メンテナンス
ログの収集やシステムのバックアップができます。

システムログのダウンロード
システムに記録されたログをダウンロードできます。
機能メニュー - ［メンテナンス］ - ［システムログ］を選択すると表示されます。
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をクリックするとevt 形式のファイルがZIP 形式で1 つのファイルまとめてダウンロードされます。

ログの内容は以下の通りです。

項目 説明

管理者ログ 認証ログ 管理者やユーザーが管理者ページやユーザーページ、パネルから認証した結果を記録しま
す。

設定変更ログ 管理者やユーザーが設定を追加、削除、更新した場合の値と変更者を記録します。

システムログ Infoログ 定期処理の開始や終了、実行結果を記録します。

Errorログ 発生したエラーを記録します。

ログファイルには以下の保存規則があります。

・ フォルダーパス：\Document Capture Pro Server Authentication Edition インストールフォルダー\logs

・ 決められたファイルサイズを超えると新しいログファイルに記録されます。

・ ログファイルは世代で管理されています。ファイル名の末尾にピリオドと通し番号が付加されます。

関連情報
& 「ログファイル」112ページ

システムバックアップ
システムのデータベースと設定ファイルをバックアップできます。
［メンテナンス］ - ［システムバックアップ］を選択すると表示されます。
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L データベースにDocument Capture Pro Server AEホストコンピューターと別のコンピューターにあるSQL サーバー
を利用している場合、本システムのバックアップ機能は利用できません。バックアップにはMicrosoft SQL Server
Management Studio やMicrosoft SQL Server に付属しているSQL クライアントツールを使用してください。

項目 説明

バックアップ保存先フォルダー バックアップファイルを保存するフォルダーです。

すぐにバックアップ クリックするとバックアップが開始されます。

自動バックアップ しない 自動バックアップを無効にします。

する 自動バックアップを有効にします。
指定した曜日と時間にバックアップが開始されます。
バックアップ時に保存期間を超えたバックアップファイルを削除します。

バックアップファイルの保存期間 バックアップを保存する期間を指定します。
10 日～ 100 日を指定できます。

適用 バックアップ設定を保存します。

関連情報
& 「システムのリストア」101ページ
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困ったときは

システム( サービス) が動作しない
以下を確認してください。

必要なソフトウェア、コンポーネントのインストール
必要なソフトウェア、コンポーネントがインストールされていない場合、または正常に動作していない場合は、本システ
ムが動作できない場合があります。システムログでシステム障害を確認してください。

関連情報
& 「システムログのダウンロード」86ページ

サービスの起動
以下の手順でサービスが正常に起動しているか確認し、再起動してください。

1. スタートメニュー - ［すべてのプログラム］ - ［管理ツール］ - ［サービス］を選択します。

2. サービス一覧の［状態］から以下のサービスが［開始］になっていることを確認します。

・ Authentication Subsystem Dcps Receiver Service

・ Authentication Subsystem Device Service

・ Authentication Subsystem Receiver Service

・ Authentication Subsystem Scheduler Service

・ DCPSNWService
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・ Document Capture Pro Application Service

3. 開始されていないサービスがある場合、サービスの名前を右クリックして、メニューから［停止］を選択し
ます。

サービスすべてを停止させます。

4. 再度サービスの名前を右クリックして、メニューから［開始］を選択します。

サービスすべてを起動させます。
開始してもサービスが起動しない場合は、サーバーOS を再起動します。
仮想環境を使用していて仮想サーバーOS を再起動しても開始できない場合は、サーバーのホストOS を再起動します。

管理者ページやユーザーページが表示されない
以下を確認してください。

・ 使用しているブラウザーのCookie の受け入れが有効になっているか

・ JavaScript が有効になっているか

・ ［システムエラーが発生しました。］と表示される場合は、サービスが正常に動作しているか確認してください。

関連情報
& 「サービスの起動」89ページ

Document Capture Pro Server AEにアクセスできな
い
以下を確認してください。
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・ Document Capture Pro Server AEは正常に動作しているか

・ アクセスしているアドレスは正しいか

・ インターネット インフォメーション サービス （IIS）は正常に動作しているか

・ Document Capture Pro Server AEホストコンピューターのサイトアドレスやポートナンバーが変更されていな
いか

暗号化通信しているメールサーバーや認証サーバーと接
続できない
独自のCA 局を構築し、メールサーバーや認証サーバーで自己署名証明書を利用している場合は、本システムサーバーに
使用する独自のルート証明書に、信頼されたルート証明機関を登録してください。

デバイスが見つからない
以下を確認してください。

電源コード、インターフェイスケーブルの接続、断線
デバイスの電源コードは確実に差し込んでください。
デバイスのコネクターとコンピューターのコネクターにインターフェイスケーブルがしっかり接続されているか確認し
てください。
また、ケーブルが断線していないか、曲がっていないか確認してください。

デバイスがDHCP機能でIPアドレスを取得している
デバイスの IP アドレスを固定に設定してください。

デバイスを登録できない
共通

・ 登録するデバイスが接続できるセグメントに登録されているか確認してください。

・ サーバーに接続されているデバイスのIPアドレスが正しいか確認してください。IPアドレスについてはネットワー
ク管理者にお問い合わせください。

・ 他の製品に接続して、ネットワークケーブルが正しく機能していることを確認してください。

・ ホスト名を使ってデバイスを登録したときは、DNSサーバーが正しく設定されているか確認してください。DNS
サーバーが正しく設定されているのに登録できない場合は、IPアドレスに変更してみてください。
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ネットワークインターフェイスパネルまたはネットワークインターフェイスユニットを使用している場合
詳細はネットワークインターフェイスパネルまたはネットワークインターフェイスユニットのマニュアルをご覧くださ
い。
http://support.epson.net/netscan

・ デバイスにネットワークインターフェイスパネルまたはネットワークインターフェイスユニットが正しくセットさ
れていることを確認してください。また、ネットワークケーブルがしっかりと接続されていることを確認してくださ
い。

・ デバイスの電源を切り、ネットワークインターフェイスパネルまたはネットワークインターフェイスユニットが正し
くデバイスに取り付けられ、ネットワークに接続されていることを確認してください。

・ 他の製品に接続して、ネットワークケーブルが正しく機能していることを確認してください。

・ ネットワークインターフェイスパネルまたはネットワークインターフェイスユニットの設定が正しいか確認してく
ださい。

Document Capture Pro Profile Managerでプレ
ビュースキャンができない
本体認証の機能があるスキャナーの場合、Document Capture Pro Profile Managerからプレビューを指示すること
ができません。認証モードを解除してからDocument Capture Pro Profile Managerを使用するようにしてくださ
い。

管理者ページのパスワードを忘れた
管理者ページのパスワードを忘れたときはパスワードを再設定します。
LDAP サーバーと同期しているアカウントのパスワード変更はLDAP サーバーで行ってください。

1. 管理者ページにアクセスします。

管理者ページのログオン画面のURL は、登録完了メールに記載されています。

2. ［パスワードを忘れた方はこちら］をクリックします。
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3. 登録しているメールアドレスを入力します。

4. ［送信］をクリックします。

入力したメールアドレスにパスワード再設定の通知メールが送信されます。

5. メールに記載されているURL からパスワード設定画面を開きます。

6. ［新しいパスワード］に新しいパスワードを入力します。［新しいパスワード(確認用)］に再度新しいパス
ワードを入力します。

7. ［OK］をクリックします。

パスワードを変更したい
管理者ページのパスワードを変更できます。
LDAP サーバーと同期しているアカウントのパスワード変更はLDAP サーバーで行ってください。

1. 管理者ページにアクセスします。

管理者ページのログオン画面のURL は、登録完了メールに記載されています。
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2. ユーザーID とパスワードを入力して、ドメインを選択します。［ログオン］をクリックします。

3. ダッシュボードとメニューが表示されます。

4. をクリックしてアカウントメニューを表示します。

5. ［パスワード変更］を選択します。
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6. ［現在のパスワード］へ管理者ページに設定されているパスワードを入力します。

7. ［新しいパスワード］に変更したいパスワードを入力して、［新しいパスワード(確認用)］に確認のために再
入力します。

8. ［OK］をクリックします。

パスワード変更の完了メッセージが表示されます。

9. ブラウザーを閉じます。

転送先管理画面でプリンターが表示されない
Document Capture Pro Server AEホストコンピューターにエプソン製のプリンタードライバーがインストールされ
ているか確認してください。
インストールされていない場合は、インストールしてください。詳細はプリンターに同梱されている『ユーザーズガイ
ド』をご覧ください。

LDAPサーバーがダウンした場合
LDAP サーバーがダウンした場合、ユーザーID とパスワードを使ったログオンはできなくなります。認証カードを
使っ てシステムにログオンしてください。

Webサーバーのログを確認したい
1. Document Capture Pro Server AEホストコンピューターでIIS マネージャーを開きます。

2. ［AuthSubSystemWeb］を選択します。

3. IISの［ログ記録］をダブルクリックします。
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4. ［ログファイル］の[ディレクトリ]が設定されているフォルダーにログが出力されます。

インポートしたCSVデータが文字化けする
CSV ファイルの文字コードをUTF-8 にしてください。BOM の有無は影響しません。
Microsoft Excel で作成した場合は、一旦CSV ファイルをUTF-8 対応のテキストエディタなどで読み、UTF-8 を指定
して 保存すると作成できます。

カード認証に時間がかかる
カード認証に時間がかかる場合、Document Capture Pro Server AEホストコンピューターのインターネット接続環
境によって以下の設定をしてください。

インターネットに接続できない場合
Document Capture Pro Server AEホストコンピューターがインターネットに接続できない環境の場合は、証明書を
取得しない設定にします。

1. スタートの［プログラムとファイルの検索］ に［mmc］と入力して、マイクロソフト管理コンソールを起
動します。

2. ［ファイル］ - ［スナップインの追加と削除］を選択します。
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3. ［グループ ポリシーオブジェクトエディター］を選択して、 ［追加］をクリックします。

［グループポリシーオブジェクトエディター］画面が表示されます。

4. ［完了］をクリックします。

5. ［OK］をクリックします。

6. ［公開キーのポリシー］を選択します。
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7. ［オブジェクトの種類］から［証明書パス検証の設定］をダブルクリックします。

［証明書パス検証の設定のプロパティ］が表示されます。

8. ［ネットワークの取得］タブを選択し以下の設定を行います。

［これらのポリシーの設定を定義する］にチェックを入れる
［Microsoft ルート証明書プログラムで証明書を自動更新する］のチェックを外す
［パス検証時に発行者証明書(AIA) 取得を許可する］のチェックを外す

9. ［OK］をクリックします。

インターネットに接続できる場合
Document Capture Pro Server AEホストコンピューターがインターネットに接続できる環境の場合は、
LocalSystem 権限ユーザーのプロキシ設定を行います。

1. スタートから［すべてのプログラム］ - ［アクセサリ］ - ［コマンドプロンプト］を右クリックし、［管理
者として実行］を選択します。
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2. 以下のコマンドを入力し、プロキシを使用しないよう設定します。

bitsadmin /util /setieproxy localsystem NO_PROXY

3. 使用するプロキシの設定によって、以下のコマンドを入力します。

自動構成スクリプトを使用している場合：
bitsadmin /util /setieproxy localsystem AUTOSCRIPT [ 自動構成スクリプトのURL]
明示型プロキシでリストを使用している場合：
bitsadmin /util /setieproxy localsystem MANUAL_PROXY [ プロキシの設定]

ダッシュボードにハードディスク容量低下の警告が表示
された
本システムのシステムログの増加によってハードディスクの容量が低下するとダッシュボードに［ディスク領域不足］が
表示されます。
その場合、必要に応じてログをバックアップして、以下にあるシステムログを削除します。
フォルダーパス：\Document Capture Pro Server Authentication Edition インストールフォルダー\logs

デバイスのパネルに「サーバーがビジー状態です」と表
示された
以下を確認してください。

・ 同時に使用しているデバイスの台数が制限を超えていないか
登録できるデバイスは1000台ですが、同時に接続して使用できるデバイスの台数は最大40台です。

・ サーバーに負荷がかかっていないか
デバイスが同時接続台数を超えていなくても、サーバーのスペックによって処理が追いつかない場合があります。時
間をおいて再度操作を行ってください。

操作パネルにジョブが表示されるのに時間がかかる
・ Document Capture Pro Server AEがインストールされているサーバーが複数のネットワークインターフェイス

を搭載している
サーバーに複数のネットワークインタフェイスが搭載されている場合、通信できないネットワークインターフェイス
との通信がタイムアウトされるまでサーバーからの応答が行われません。ネットワークメトリックの値を変更し
て、デバイスとの通信に使われている側が優先されるようにしてください。
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ネットワークインターフェイスのメトリック値の確認
PowerShellを使ってネットワークインターフェイスのメトリック値を確認する方法を紹介します。ここではWindows
Server 2019を例に説明します。
複数のネットワークインターフェイスが同一のコンピューターで有効になっている場合、メトリック値が小さいネット
ワークインターフェイスが優先して通信に使用されます。

1. スタートメニューを右クリックし、［Windows PowerShell］を選択します。

2. コマンドラインで［Get-NetIPAddress］とタイプし、リターンキーを押します。

ネットワークインターフェイスのアドレスの情報が表示されます。
［IPAddress］からネットワークインターフェイスを特定でき、［InterfaceAlias］からそのネットワークイン
ターフェイスのアダプター名を確認できます。

3. コマンドラインで［Get-NetIPInterface］とタイプし、リターンキーを押します。

ネットワークインターフェイスの情報が表示されます。
［InterfaceAlias］からアダプターを探します。その行の［InterfaceMetric］にある値がネットワークインター
フェイスのメトリック値です。

ネットワーク メトリック値の変更方法（Windows）
ネットワーク メトリックの値を変更してネットワークインターフェイスの優先度を変更します。ここではWindows
Server 2019を例に説明します。

1. コントロール パネル＞［ネットワークとインターネット］＞［ネットワークと共有センター］から［アダプ
ターの設定の変更］をクリックします。

2. ネットワークメトリックを変更するアダプターのアイコンを右クリックし、［プロパティ］を選択します。

3. ［インターネットプロトコルバージョン4（TCP/IPv4）］（IPv6の場合は［インターネットプロトコルバー
ジョン6（TCP/IPv6）］を選択し、［プロパティ］をクリックします。

4. ［詳細設定］をクリックします。

［TCP/IP詳細設定］画面が表示されます。

5. ［IP設定］タブ（IPv6の場合は［全般］タブ）の［自動メトリック］のチェックを外します。

6. ［インターフェイス メトリック］にメトリック値を半角数字で設定し、［OK］、［閉じる］をクリックし
て画面を閉じます。

7. 他のネットワークアダプターも同様に設定します。

優先度の高いネットワークインターフェイスに、優先度の低いネットワークインターフェイスより小さい値を設定
します。
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デバイスの操作パネルでジョブが表示されない
以下を確認してください。

・ Document Capture Pro Server AEで使用するポートが開放されているか
操作パネルのジョブ表示は、デバイスとDocument Capture Pro Server AEがインストールされているサーバーが
ジョブ情報を通信することによって実現します。ジョブ情報の通信に使用するポート2968番が開放されているか
確認してください。

・ ファイアウォールでジョブ情報の通信をブロックしていないか
Document Capture Pro Server AEがインストールされているサーバーとは別のファイアウォールを使用してい
る場合、サーバーからの応答に動的ポートが使用される場合があります。ファイアウォールで動的ポートを通過でき
るようにするか、サーバーで設定したポート2968番だけを使用するようにしてください。

・ NAT（Network Address Translation）機能に対応したルーターが使われていないか
NAT機能のルーターには対応していません。ルーターを経由しない経路で通信できるようにしてください。
ジョブ情報の応答にはDocument Capture Pro Server AEがインストールされているサーバーのIPアドレスが使
われます。デバイスとサーバーの通信でNAT機能対応のルーターを経由していると、サーバーのIPアドレスを追従で
きないためジョブ情報を取得できません。

システムのリストア
リストアツールを使ってバックアップしたファイルをリストアし、システムを復元します。

L バックアップしたサーバーと異なるサーバーにリストアした場合、リストア先のユーザー用URL、デバイスパネル用URL
などのサーバー情報は上書きされません。

1. ［スタート］メニューから［Epson Software］-［Document Capture Pro Server AE リストアツール］
を選択し、リストアツールを実行します。

2. 各項目を設定して、［リストア開始］をクリックします。

項目 説明

参照 バックアップファイル（zip）を指定します。

リストア開始 リストアを開始します。

3. 画面の手順に従います。
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パネルメッセージ
Webページの表示エラー以外に、以下のメッセージが表示されることがあります。

メッセージ 原因 対処方法

登録されていない認証カードです。 管理
者に認証カードの登録を依頼してくださ
い。 （エラー番号：XX）

IDカードが登録されていません。
（管理者ページの［システム設定］ - ［基
本設定］ - ［ユーザーによるカード登録を
許可する］にチェックが付いていない場
合）

・ ユーザーのカード登録を許可してく
ださい。

・ 管理者ページの［ユーザー］ - ［ユー
ザー一覧］ - ［基本情報］からユー
ザーのIDカードを登録してくださ
い。

無効な認証です。 やり直してください。
（エラー番号：XX）

登録しているユーザーの認証情報が一致
しません。

［ユーザーID］や［パスワード］、［ID
番号］が正しいか確認してください。

テンポラリー認証カードは追加登録でき
ません。 （エラー番号：XX）

テンポラリーカードの期限が切れていま
せん。

・ テンポラリーカードIDを消去してく
ださい。

・ テンポラリーカードの期限が切れる
まで待ってください。

サーバー側でシステムエラーが発生して
います。 管理者にお問い合わせくださ
い。 （エラー番号：XX）

サーバーのデータベース接続やデータ
ベースの読み書きに失敗しました。

エラーが回復しない場合は、DBのリスト
アを行ってください。それでも回復しな
い場合は販売店へお尋ねください。

サーバーとの通信に失敗しました。 ネッ
トワーク接続状態を確認してください。

デバイスとサーバーで通信エラーが起き
ている可能性があります。
また、通信トークンが一致していない場合
も表示されます。

・ デバイスがネットワークにつながっ
ているか

・ Document Capture Pro Server
AEホストコンピューターの電源が
入っていて正常に動作しているか

・ ダッシュボードにエラー表示がある
場合は、エラー内容に従って対応して
ください。

クライアントモードのためスキャンでき
ません。 サーバーモードに切り替えてく
ださい。

デバイスの［動作モード］ 設定が［クラ
イアントモード］になっています。

・ 以下のいずれかの方法で［サーバー
モード］に切り替えてください。

・ スキャナーの操作パネルから
［設定］ - ［Document
Capture Pro設定］の順に選
択する

・ Web Configから［利用サー
ビ ス ］ - ［ Document
Capture Pro］の順に選択す
る

・ 本システムの管理者ページで［デバイ
ス管理］からデバイスを選択し、［送
信］をクリックしてデバイスに設定情
報を送信してください。

サーバーの認証設定ができていません。
管理者にお問い合わせください。

Document Capture Pro Server AE上
でデバイスの登録や設定が完了していま
せん。

本システムの管理者ページの［デバイス管
理］からデバイスの設定を完了してくださ
い。
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メッセージ 原因 対処方法

Document Capture Pro Serverのアド
レスが間違っています。正しいアドレス
を入力してください。

デバイスを登録したDocument
Capture Pro Server AEのアドレスを
変更しました。またはデバイスの登録が
削除されています。

・ 以下のいずれかの方法で、
Document Capture Pro Server
AEホストコンピューターのアドレス
を設定してください。

・ スキャナーの操作パネルから
［設定］ - ［Document
Capture Pro設定］の順に選
択する

・ Web Configから［利用サー
ビ ス ］ - ［ Document
Capture Pro］の順に選択す
る

・ 本システムの管理者ページの［デバイ
ス管理］からデバイスを登録してくだ
さい。

・ 本システムの管理者ページで［デバイ
ス管理］からデバイスを選択し、［送
信］をクリックしてデバイスに設定情
報を送信してください。

困ったときは

103



付録

使用するポート
送信元

（クライアン
ト）

送信先 （サー
バー）

プロトコル ポート 用途

クライアントコン
ピューター
（ブラウザー）

Document
Capture Pro
Server AEホスト
コンピューター

HTTP (TCP)
HTTPS (TCP)

80*1

443*1*3
ユーザー、管理者ページ表示

Document
Capture Pro
Server AEホスト
コンピューター

デバイス HTTPS (TCP) 443 認証、利用履歴取得、利用制限設定

Document
Capture Pro
Server AEホスト
コンピューター

デバイス SNMP (UDP) 161 デバイス探索、デバイス情報取得

デバイス Document
Capture Pro
Server AEホスト
コンピューター

HTTPS (TCP) 443*2 デバイスパネル表示

Document
Capture Pro
Server AEホスト
コンピューター

SQL Server SQL (TCP)
SQL (UDP)

1433
1434

SQLサーバー接続

Document
Capture Pro
Server AEホスト
コンピューター

LDAPサーバー LDAP (TCP)
LDAP (TCP)

389*4

636*3*4
ユーザー情報取得

Document
Capture Pro
Server AEホスト
コンピューター

SMTPサーバー SMTP (TCP)
SMTP (TCP)

25*5

465*3*5
メール送信

Document
Capture Pro
Server AEホスト
コンピューター

POPサーバー POP (TCP)
POP (TCP)

110*5

995*3*5
POP before SMTP接続

Document
Capture Pro
Server AEホスト
コンピューター

デバイス エプソン独自
（TCP）

1865 スキャンデータ、ジョブ情報
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送信元
（クライアン
ト）

送信先 （サー
バー）

プロトコル ポート 用途

Document
Capture Pro
Server AEホスト
コンピューター

デバイス エプソン独自
（UDP）

2968 コンピュータの情報取得応答

デバイス Document
Capture Pro
Server AEホスト
コンピューター

エプソン独自
（UDP）

2968 コンピュータの情報取得要求

Document
Capture Pro
Server AEホスト
コンピューター

デバイス エプソン独自
（TCP）

2968 ジョブ情報

デバイス Document
Capture Pro
Server AEホスト
コンピューター

エプソン独自
（TCP）

2968 ジョブ情報

*1 ：メーカー設定のポート番号です。実際に利用するポート番号は認証システムのユーザー用URLに設定されています。

*2 ：メーカー設定のポート番号です。実際に利用するポート番号は認証システムのプリンターパネル用URL設定に設定されていま
す。

*3 ：暗号化している時のポート番号です。

*4 ：メーカー設定のポート番号です。ポート番号を変更して運用している場合は、認証システムのLDAPサーバー設定に、実際に
利用しているポート番号を設定します。

*5 ：メーカー設定のポート番号です。ポート番号を変更して運用している場合は、認証システムのSMTPサーバー設定に、実際に
利用しているポート番号を設定します。

Windowsサービス、実行ファイル
Document Capture Pro Server AEでは以下のWindowsサービス、実行ファイルが起動します。

Windowsサービス

分類 Name Startup Type LogOnAs

DCPSサービス Document Capture Pro
Application Service

自動起動 Network Service

DCPSNWService 自動起動 Network Service
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分類 Name Startup Type LogOnAs

認証システムサービス Authentication Sub
Sytem Device Service

自動起動 Local Sytem

Authentication Sub
Sytem Notification
Receiver Service

自動起動 Local Sytem

Authentication Sub
Sytem Scheduler Service

自動起動 Local Sytem

Authentication Sub
Sytem Dcps Receiver
Service

自動起動 Local Sytem

実行ファイル

分類 Name

スキャン時に実行 JobRunner.exe

ProjectRunner.exe

Document Capture Pro Server AEの作業フォルダー
Document Capture Pro Server AEの作業フォルダーです。アンチウィルスソフトのスキャンで動作が遅くなる場合
は、以下のフォルダーを除外すると改善する場合があります。

フォルダー 説明

C:\ProgramData\EPSON\DCPS\ データ格納先、一時作業領域、ログ格納領
域

C:\Windows\ServiceProfiles\NetworkService\AppData\Roaming\Epson
\Document Capture\

一時作業領域

C:\Windows\ServiceProfiles\NetworkService\AppData\Roaming\Epson
\Epson Scan 2\

スキャナードライバー（Epson Scan
2）のデータ格納領域

C:\Windows\ServiceProfiles\NetworkService\AppData\Local\Temp
\ES2WorkTemp\

スキャナードライバー（Epson Scan
2）の一時作業領域

C:\Windows\ServiceProfiles\NetworkService\AppData\Roaming\Epson
\ESCNDV\

スキャナードライバー（Epson Scan）
のデータ格納領域

C:\Windows\ServiceProfiles\NetworkService\AppData\Local\Temp
\EPSONWorkTemp\

スキャナードライバー（Epson Scan）
の一時作業領域
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動作環境
本システムの管理者ページは以下の環境で動作します。

Document Capture Pro Server AEホストコンピューター
本システムをインストールするサーバーのシステム要件、必要なコンポーネントです。

ハードウェア
最小システム

・ CPU：2.1 GHz 以上のプロセッサ

・ メモリー：4 GB以上

・ ハードディスク：50 GB 以上の空容量（データベース容量を除く）

・ ディスプレイ：1280×1024 以上

B ・ ドメインコントローラーを運用しているサーバーへはインストールできません。

・ マルチホーム環境には対応していません。ネットワークのアドレス解決ができない場合があります。

L ネットワークの通信速度やプリンター数、ユーザー数など、使用する環境に合わせてシステム構成を検討する必要がありま
す。

オペレーティングシステム
以下のWindows Server Operating System のいずれかで動作している必要があります。

オペレーティングシステム サービスパック エディション

Windows Server 2012 - Essentials / Standard / Datacenter

Windows Server 2012 R2 - Essentials / Standard / Datacenter

Windows Server 2016 - Essentials / Standard / Datacenter

Windows Server 2019 - Essentials / Standard / Datacenter

L Windows Server 2016、Windows Server 2019は、オペレーティングシステムのインストール時に［デスクトップ
エクスペリエンス搭載サーバ］オプションを選択する必要があります。Windows Server 2012、Windows Server
2012R2の場合は本システムのインストール時にデスクトップエクスペリエンスをインストールできます。

仮想環境での動作
以下の仮想環境でも動作しますが、環境によってパフォーマンスが低下することがあります。

・ Hyper-V：動作するOS に対応したバージョン

・ VMWare：vSphere Ver.4.1、5.5、6.0
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必要なコンポーネント、ソフトウェア

・ .NET Framework 4.5以降
Windows Server 2012以降に標準でインストールされています。

・ Microsoft Web Deploy v3.6

Web サーバー
本システム内で動作するIIS（Microsoft Internet Information Services）の対応バージョンです。

オペレーティングシステム バージョン

Windows Server 2012 8.0

Windows Server 2012 R2 8.5

Windows Server 2016、Windows Server 2019 10.0

データベースサーバー
対応しているデータベースサーバーです。

Microsoft SQL Server 2014 Express *

Microsoft SQL Server 2012

Microsoft SQL Server 2014

Microsoft SQL Server 2016

* ：本システムのパッケージに同梱されています。

SMTPサーバー
対応しているSMTPサーバーのセキュリティです。

セキュリティー 設定方法

認証方式 認証なし、SMTP認証、POP before SMTP

暗号化 暗号化なし、StartTLS、SMTP over TLS

ディレクトリサービス
ユーザーを管理しているLDAPサーバーと連携できます。対応しているサービスは以下の通りです。

サービス名 バージョン

Active Directory R2、Windows Server 2012、Windows Server 2012 R2、Windows Server
2016、Windows Server 2019

OpenLDAP Ver.2.3、Ver.2.4
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クライアントコンピューター
本システムの管理者ページやユーザーページにアクセスするコンピューターです。

対応オペレーティングシステム
ディスプレイが1280×1024 以上で、対応ブラウザーが動作する必要があります。

対応ブラウザー

L ブラウザーのCookie、JavaScript を有効にしてください。

ブラウザー バージョン

Internet Explorer 9以降

Microsoft Edge Ver.20以降

Google Chrome Ver.49以降

Mozilla Firefox 45以降

Safari 6.x以降

出力ファイルの仕様

レポートファイル

ファイル形式

HTML

・ ファイル形式：HTML1.1

・ 拡張子：.html

・ ヘッダー、フッター：レポート名、集計範囲と集計期間、集計対象、レポート作成日時を記載

CSV

・ ファイル形式：CSV

・ 列（フィールド）区切りは、システム設定で設定しているCSV 区切り文字を利用

・ 行（レコード）区切りは、改行（CRLF）を出力

・ 各フィールドの値は「""」で囲む

・ 1 行目はタイトル行

・ 文字コード：UTF-8（BOM つき）
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・ Content-Type：application/octet-stream

・ ファイル名：YYYYMMDD.csv （生成した日付）

レポートフォーマット

ユーザー別ジョブレポート

・ HTML で出力される項目：
レポート名 / 対象日の範囲 / 日付 / 集計対象 / 氏名 / ジョブ名 / ジョブの結果 (成功 / エラー) / ページ数 / 小
計 / 合計

・ CSV で出力される項目：
レポート名 / 対象日の範囲 / 集計対象 / 日付 / ドメイン / ユーザーID /ユーザー名 /ジョブID / ジョブ名 / ジョ
ブグループ名 / ジョブの結果 (成功 / エラー) / ページ数

所属別ジョブレポート

・ HTML で出力される項目：
レポート名 / 対象日の範囲 / 日付 / ドメイン名 / ジョブ名 / ジョブの結果 (成功 / エラー) / ページ数 / 小計 / 合
計

・ CSV で出力される項目：
レポート名 / 対象日の範囲 / 集計対象 / 日付 / ドメイン / 所属 / ジョブID / ジョブ名 / ジョブグループ名 / ジョ
ブの結果 (成功 / エラー) / ページ数
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スキャナー別ジョブレポート

・ HTML で出力される項目：
レポート名 / 対象日の範囲 / 日付 / スキャナー名 / ジョブ名 / ジョブの結果 (成功 / エラー) / ページ数 / 小計 /
合計

・ CSV で出力される項目：
レポート名 / 対象日の範囲 / 集計対象 /日付 / スキャナーID /スキャナー名 / ジョブID / ジョブ名 / ジョブグルー
プ名 /ジョブの結果 (成功 / エラー) / ページ数

ジョブ別レポート

・ HTML で出力される項目：
レポート名 / 対象日の範囲 / 日付 / ジョブグループ名 / ジョブ名 / ジョブの結果 (成功 / エラー) / ページ数 / 合
計

・ CSV で出力される項目：
レポート名 / 対象日の範囲 / 日付 / ジョブグループID / ジョブグループ名 / ジョブID / ジョブ名 / ジョブの結果
(成功 / エラー) / ページ数

利用履歴レポート

・ HTML で出力される項目：
レポート名 / 対象日の範囲 / 日付 / ジョブの結果 (成功 / エラー) / 氏名 / スキャナー名 / 設置場所 / IPアドレ
ス / ジョブ名 / 開始時刻 / 終了時刻 / 経過時間 / ページ数 / 転送先名称 / ファイル名
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・ CSV で出力される項目：
レポート名 / 対象日の範囲 / 日付 / ジョブの結果 (成功 / エラー) / ドメイン / ユーザーID / 氏名 / 集計対象 / ス
キャナー名 / 設置場所 / IPアドレス / ジョブ名 / 開始時刻 / 終了時刻 / 経過時間 / ページ数 / 転送先名称 / ファ
イル名 / ファイル名 / Job Ticket No

ログファイル

管理者ログ

認証ログ

出力先 ファイル

ファイル名 Authentication.log

ファイルサイズの上限 20 MB

ファイル世代指定 18

出力項目 日時 ログを記録した日時（YYYY/MM/DD mm.hh.ss.fff）

ログオン先 管理者ページ、ユーザーページ、操作パネル

ログオン種別 ユーザーID ＋パスワード、認証カード

認証ユーザー ユーザーID、認証カード

認証結果 認証成功、認証失敗（パスワード違い）、認証失敗（未登録）

設定変更ログ

出力先 ファイル

ファイル名 Configuration.log

ファイルサイズの上限 20 MB
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ファイル世代指定 18

出力項目 日時 ログを記録した日時（YYYY/MM/DD mm.hh.ss.fff）

機能名 操作ごとに定義した機能名

ユーザーID 操作を行った管理者、ユーザーのユーザーID

操作 追加、削除、更新前、更新後

設定 機能ごとの設定項目と設定値

システムログ

Info ログ

出力先 OS のイベントログ

出力項目 日時 ログを記録した日時（YYYY/MM/DD mm.hh.ss.fff）

機能名 操作ごとに定義した機能名：
LDAP 同期、バックアップ、レポート定期配信

設定名 1つの機能で複数の定期処理を行う場合、定期処理ごとの名前を
記録

開始 / 終了 定期処理開始、定期処理終了

実行結果 定期処理終了時のみ、各定期処理で定義した実行結果を記録

Error ログ

出力先 ファイル

ファイル名 Error.log

ファイルサイズの上限 20 MB

ファイル世代指定 18

出力項目 日時 ログを記録した日時（YYYY/MM/DD mm.hh.ss.fff）

メッセージ 発生したエラー内容

オブジェクト名 エラーが発生したオブジェクト名

メソッド名 エラーが発生したメソッド名

スタックトレース エラー発生時のスタックトレース

追加情報 エラーの追加情報

付録

113



商標など
・ EPSON およびEXCEED YOUR VISION はセイコーエプソン株式会社の登録商標です。

・ Microsoft、Windows、Windows Serverは、米国Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録
商標です。

・ Safari は米国およびその他の国で登録されたApple Inc. の商標です。

・ Kofax© OCR 2021 Kofax Inc. All Rights Reserved.

・ そのほかの製品名は各社の商標または登録商標です。

© 2021 Seiko Epson Corporation.

ご注意
・ 本書の内容の一部または全部を無断転載することを禁止します。

・ 本書の内容は将来予告なしに変更することがあります。

・ 本書の内容にご不明な点や誤り、記載漏れなど、お気付きの点がありましたら弊社までご連絡ください。

・ 運用した結果の影響については前項に関わらず責任を負いかねますのでご了承ください。

・ 本製品が、本書の記載に従わずに取り扱われたり、不適当に使用されたり、弊社および弊社指定以外の、第三者に
よって修理や変更されたことなどに起因して生じた障害等の責任は負いかねますのでご了承ください。
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